
　

福
田
さ
ん
は
上
田
市
大
屋
出
身
。
１

９
７
４
年
に
卒
業
後
、
大
学
時
代
に
映

像
制
作
に
興
味
を
持
ち
独
立
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
に
入
社
し
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し

て
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
な
ど
に
従
事
。

１
９
９
８
年
に
「
甦
れ
百
人
一
首
〜
カ

ナ
ダ
人
木
版
画
家
10
年
の
挑
戦
〜
」
で

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
奨
励
賞
、「
あ
ぁ
！
あ

れ
か
ら
５
０
年
〜
妹
た
ち
の
学
徒
出

陣
」
で
民
放
連
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
報
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第58回総会
【日時】  2019 年 6月 29 日（土） 

10：00　受付開始 
11：00　講演会、総会、演奏会・懇親会

【会場】  東京都千代田区一ツ橋 2－ 1－ 1　　如水会館
【会費】  7,000 円
【交通】  地下鉄三田線・新宿線・半蔵門線
　　　　　　　　　神保町駅A8・A9出口　徒歩 4分 
　　　　 地下鉄東西線竹橋駅 3a出口 徒歩 3分

如水会館

地下鉄 神保町駅

地下鉄竹橋駅

毎日新聞

小学館

学士会館共立講堂

丸紅
首都高速

6月29日 第58回総会にご参加下さい
福
田
礼
子
さ
ん
（
72
期
）
が
講
演

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
秀
作
　
フ
リ
ー
で
制
作

　

関
東
同
窓
会
は
６
月
29
日
（
土
）、
千
代
田
区
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
第
58

回
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
独
立
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
テ
レ
ビ
東
京
の
経
済
報
道
番
組
「
カ
ン
ブ

リ
ア
宮
殿
」
な
ど
で
優
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
を
制
作
し
、
活
躍
が
注

目
さ
れ
る
福
田
（
旧
姓
古
市
）
礼
子
さ
ん
（
72
期
）
の
講
演
と
、
母
校
の
室
内

楽
班
に
よ
る
演
奏
で
す
。
ま
た
、
総
会
に
出
席
し
た
方
に
は
、
関
東
同
窓
会
創

立
60
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
諸
経
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
今
年
の
総
会
・
懇
親
会
か
ら
総
会
会

費
を
7
千
円
と
千
円
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2018 年12月29日　東京・日本青年館での演奏会

福田礼子さん

会場で会員の作品展示、
頒布も行います。書籍など
のほか、活動記録などの展
示を歓迎します。
◆申し込み問い合わせ
副会長　池田有美子
yxy@mub.biglobe.ne.jp 

道
部
門
審
査
員
特
別
賞
、「
も
っ
と
知

り
た
い
放
射
線
治
療
〜
日
・
仏
・
北
欧

〜
」
が
第
44
回
科
学
技
術
映
像
祭
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

40
代
で
夫
と
と
も
に
独
立
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
㈱
ア
ラ
イ
ブ
を
創
業
、
現
在
は

松
本
市
に
本
社
を
置
き
、
テ
レ
ビ
番
組

を
中
心
に
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
や
出
版
の

企
画
制
作
で
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

講
演
で
は
「
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
で
フ

リ
ー
（
あ
る
い
は
、
独
立
プ
ロ
）
で
仕

事
を
す
る
面
白
さ
」
を
テ
ー
マ
に
、
番

組
制
作
の
舞
台
裏
や
取
材
を
通
じ
て
出

会
っ
た
要
人
た
ち
が
語
っ
た
話
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

懇
親
会
で
は
２
０
１
７
年
に
続
き
、

母
校
室
内
楽
班
が
演
奏
を
披
露
し
ま

す
。
上
田
高
校
室
内
楽
班
は
１
９
９
２
年

に
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
同
好
会
と
し
て
発

足
し
98
年
か
ら
毎
年
定
期
演
奏
会
を
開
催

し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
と
校
歌
の
共
演

を
す
る
な
ど
活
躍
。
現
在
バ
イ
オ
リ
ン

や
チ
ェ
ロ
な
ど
弦
楽
器
主
体
に
37
人
が

活
動
。
関
東
同
窓
会
の
総
会
で
も
こ
れ

ま
で
に
何
度
も
ゲ
ス
ト
演
奏
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
年
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
デ
ィ

ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
」、
Ｊ
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
の
「
皇
帝
円
舞
曲
」、
芥
川
也
寸

志
の
「
弦
楽
の
た
め
の
ト
リ
プ
テ
ィ
ー

ク
」
な
ど
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

顧
問
の
柳

澤
哲
先
生
は

「
ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
日
本

の
曲
ま
で
楽

し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ご
用

意
し
て
伺
う

予
定
で
す
。

ご
期
待
く
だ

さ
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て

い
ま
す
。

母
校
室
内
楽
班
が
ゲ
ス
ト
演
奏

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
な
じ
み
の
曲
披
露



　

早
い
も
の

で
会
長
と
し

て
２
度
目
の

総
会
を
開
く

時
期
と
な
り

ま
し
た
。

　

３
月
に
卒
業
式
、
４
月
に
入
学
式
と

母
校
を
訪
れ
、
別
れ
と
出
会
い
の
感
動

に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

　

入
学
す
る
こ
と
、
在
学
し
た
こ
と
に

喜
び
と
誇
り
を
共
有
で
き
る
高
校
の
同

窓
生
（
先
輩
）
で
あ
る
こ
と
を
幸
せ
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
幹
事
長
の
田
口
さ
ん
が
仕

事
の
都
合
で
任
務
続
行
が
出
来
な
く
な

り
、
急
遽
、
関
博
明
さ
ん
に
幹
事
長
代

行
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
関
さ
ん
の
奮
闘
と
幹
部
役
員
の
一

致
団
結
で
急
場
を
し
の
い
で
き
ま
し

た
。

　

同
窓
会
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
、
会

財
政
の
収
支
決
算
は
18
年
度
プ
ラ
ス
で

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
、
若
手
会
員
の
組

織
化
も
、
こ
の
一
年
間
で
80
期
、
90
期

代
の
代
表
幹
事
を
新
た
に
６
期
11
人
選

出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
関
幹
事

長
代
行
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
の
努

新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
同
窓
会
に

会
長
　
上
原
　
昇
（
65
期
）
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岡
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澤
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え
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上
田
高
校
関
東
同
窓
会
は
１
月
19
日

（
土
）、
千
代
田
区
一
ツ
橋
の
日
本
教
育

会
館
で
、
新
年
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
50
期
代
か
ら
1
0
0
期
代

ま
で
1
0
0
名
の
出
席
と
な
っ
た
。　
　

　

今
年
の
新
年
会
は
こ
れ
ま
で
の
木
曜

日
開
催
を
土
曜
日
に
変
更
し
て
、
平
日

の
参
加
が
難
し
い
現
役
組
に
配
慮
し
た

結
果
、
80
期
代
と
90
期
代
の
若
手
会
員

の
出
席
が
増
え
て
好
評
で
あ
っ
た
。　
　

　

上
原
昇
会
長
（
65
期
）
の
あ
い
さ
つ

60 周年記念DVDの懐かしい映像や写真を楽しむ出席者たち

力
の
結
果
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
第
58
回
総
会
は
72
期
を
は
じ

め
と
す
る
５
期
が
実
行
委
員
を
務
め
て

く
れ
ま
す
。
72
期
は
勿
論
、
77
、
82
、

87
、
92
期
か
ら
も
早
々
に
委
員
が
参
加

し
て
強
力
な
準
備
態
勢
を
敷
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
世
代
間
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
と
、
同
窓
会
活

動
は
上
手
く
回
り
ま
す
。

　

先
日
、
東
京
同
窓
連
（
長
野
県
の
高

校
の
関
東
地
区
同
窓
会
連
合
会
）
の
会

合
に
出
て
情
報
交
換
す
る
機
会
が
あ　

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と

は
、
年
２
回
会
報
を
発
行
し
て
、
総
会

に
３
０
０
人
前
後
の
同
窓
生
を
集
め
て

い
る
と
こ
ろ
は
上
田
高
校
関
東
同
窓
会

の
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
諸
先
輩

の
築
き
あ
げ
た
歴
史
と
伝
統
の
お
陰
と

改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

今
年
は
平
成
か
ら
令
和
に
元
号
が
変

わ
り
、
新
し
い
時
代
に
入
り
ま
し
た
。

当
会
も
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
支
援
の
も

と
、
新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
同
窓
会

作
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
令
和
元
年
の

総
会
に
参
加
し
て
、
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
関
東

同
窓
会
創
立
60
周
年
を
記
念
し
て
制
作

中
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
会
を
楽
し
ん
だ
。

　

総
会
や
諸
活
動
の
記
録
、
会
報
の
記

事
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
・
映
像
デ
ー

タ
に
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
約
80
分
）
の
う
ち
、

約
30
分
の
特
別
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
用

意
、
上
原
会
長
自
ら
が
解
説
し
な
が
ら

上
映
し
た
。

　

上
映
後
、
特
に
年
配
の
出
席
者
か
ら

「
昔
の
会
報
な
ど
懐
か
し
い
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
た
。

　

席
を
移
し
て
催
さ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
四
方
ゆ
か
り
さ
ん
（
81
期
）
の
司

会
の
も
と
、寺
島
知
惠
子
さ
ん
（
58
期
）

の
音
頭
で
乾
杯
。
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
多

く
の
人
の
輪
が
で
き
、和
や
か
に
歓
談
、

近
況
や
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

　

本
年
総
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
72

期
の
長
坂
武
見
さ
ん
が
総
会
成
功
に
向

け
、
意
気
込
み
を
披
露
し
た
。
母
校
、

同
窓
生
の
今
年
一
年
の
活
躍
と
、
60
年

を
迎
え
た
関
東
同
窓
会
の
結
束
、
発
展

を
誓
い
合
っ
た
。

　

な
お
、
完
成
版
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
今
年
の

第
58
回
総
会
で
、
出
席
者
会
員
に
頒
布

す
る
予
定
。

　
　
　
　

人
出
席
し
新
年
会

60
周
年
Ｄ
Ｖ
Ｄ
試
写
し
懇
親

参加者最年少の清水瞳さんのあいさつに盛り上がる

　
　
　
　

1
0
0



有
賀
顧
問
が
退
任

　

有
賀
勝
雄
顧
問
（
59
期
）
が
申
し
出

に
よ
り
６
月
29
日
の
総
会
を
も
っ
て
、

退
任
し
ま
す
。
有
賀
さ
ん
は
２
０
１
１

年
７
月
か
ら
８
年
間
顧
問
を
務
め
ら

れ
、
関
東
同
窓
会
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

田
口
博
幹
事
長
（
66
期
）
が
事
情
に

よ
り
幹
事
長
業
務
が
続
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
任
期
途
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
関
博
明

さ
ん
（
72
期
）

に
交
代
す
る

こ
と
が
幹
事

会
で
内
定
し

総
会
に
諮
り
ま
す
。

　

関
さ
ん
は
副
幹
事
長
を
8
年
、
こ
の

１
年
間
は
幹
事
長
代
行
と
し
て
同
窓
会

会
務
を
取
り
仕
切
っ
て
き
ま
し
た
。
任

期
は
３
年
で
す
。

　

◇
関
博
明
さ
ん
の
抱
負

うえだ　98号　P03

アクト法律事務所
〒 107-0052
東京都港区赤坂３丁目９番 18号
赤坂見附 KITAYAMAビル３階
TEL：０３－５５７０－５６７１（代表）
FAX：０３－５５７０ー５６７４
【最寄りの交通機関】
地下鉄銀座線・丸ノ内線  赤坂見附駅下車徒歩１分

弁護士（所長）　 　 　 　 岩 井　重一（62期）
弁護士　　　　　安田　隆彦
弁護士　　　　　平澤　慎一
弁護士　　　　　波戸岡光太
弁護士　　　　　黒澤　真志
社会保険労務士　岩井　信也　

「
令
和
」
最
初
の
総
会
盛
り
上
げ
よ
う

総
会
実
行
委
員
長　

長
坂
武
見
（
72
期
）

　

元
号
が
平

成
か
ら
令
和

に
変
わ
り
、

新
し
い
時
代

の
幕
開
け
で
す
。

　

個
人
的
に
は
新
元
号
の
発
表
ま
で
は

元
号
に
意
味
を
感
じ
て
お
ら
ず
、
改
元

に
特
に
感
慨
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
改
元
に
関
す
る
報

道
を
見
て
い
る
と
、
改
め
て
平
成
と
い

う
時
代
の
中
で
様
々
な
出
来
事
が
あ
っ

た
こ
と
を
実
感
し
、「
令
和
」
と
い
う

時
代
を
迎
え
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
新
た
な
時
代
に
お
け

る
、
第
１
回
上
田
高
校
関
東
同
窓
会
総

会
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
総
会
の
実
行
委
員
は
、
72

期
、
77
期
を
中
心
に
82
期
、
87
期
、
92

期
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨

年
度
の
総
会
は
２
６
２
人
の
同
窓
生
が

参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本

年
度
も
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
実
行
委
員
一
同
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
は
72
期
の
福
田
（
旧

姓
古
市
）
礼
子
さ
ん
、
演
奏
会
は
上
田

高
校
室
内
楽
班
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
福
田
さ
ん
は
独
立
プ
ロ
の
映
像
プ

18
年
度
は
12
月
か
ら
３
月
末
ま
で
年

会
費
納
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
は

２
７
４
人
（
昨
年
度
と
同
数
）、
う
ち
初

め
て
の
方
が
30
人
（
昨
年
度
24
人
）
で

し
た
。
年
度
実
績
は
２
６
９
万
４
千
円

で
、
予
算
額
に
は
達

し
ま
せ
ん
で
し
た
が

前
年
比
１
０
５
%

と
昨
年
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
も
若
手
会
員

に
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
結
果
は
60
期

代
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
ま

す
。
中
核
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
80

期
代
以
降
の
年
会
費
の
納
付
率
向
上
は

喫
緊
の
課
題
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

◆
緊
急
の
お
知
ら
せ　

４
月
か
ら
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
通
常
払
込
料
金
が

値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
窓
口
取
扱
い
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
と
も
に
70

円
の
ア
ッ
プ
と
な

り
、
５
万
円
未
満

の
場
合
、
そ
れ
ぞ

れ
２
０
０
円
、
１
５
０
円
と
な
り
ま

し
た
。
わ
ず
か
50
円
の
差
で
は
あ
り

ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご

利
用
い
た
だ
く
よ
う
切
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

初
納
入
が
30
人

年
会
費
納
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
会
計
長
　
堤
　
達
（
67
期
）

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お

り
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
々
と
の
出

会
い
か
ら
得
た
貴
重
な
話
が
聞
け
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
は
上
田
高
校
の
創
立

１
２
０
周
年
を
迎
え
る
中
で
、
関
東
同

窓
会
も
設
立
以
来
60
年
を
超
え
て
い
ま

す
。
先
輩
方
の
努
力
に
よ
り
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
関
東
同
窓
会
を
、
こ

れ
か
ら
も
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
社
会
情
勢
に
伴
っ
て
変

化
す
る
人
の
価
値
観
に
連
動
し
た
在
り

方
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

ま
す
が
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
会

員
の
皆
様
が
魅
力
を
感
じ
、
参
加
す
る

意
欲
の
持
て
る
同
窓
会
で
あ
る
こ
と
で

す
。

　

私
は
、
会
員
の
皆
様
と
執
行
部
の
パ

イ
プ
役
と
な
り
、
同
窓
会
発
展
の
一
役

を
担
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

◇
略
歴

　

上
田
市
内
丸
堀
出
身
。
明
治
大
学
工

新
幹
事
長
に
関
さ
ん
（
72
期
）

学
部
卒
業
後
、
富
士
通
㈱
に
入
社
。
一

貫
し
て
技
術
営
業
に
従
事
し
て
統
括
部

長
ま
で
歴
任
。現
在
も
富
士
通
に
勤
務
。

高
校
時
代
は
籠
球
班
に
所
属
。
他
に
鉄

道
同
好
会
と
ボ
ク
シ
ン
グ
班
を
共
同
創

設
し
た
。



諸
岡
健
児
（
62
期
）

小
林
直
樹
（
62
期
）

清
水
健
一
（
63
期
）

佐
伯
謹
吾
（
63
期
）

清
水
悦
男
（
70
期
）

中
沢
俊
彦
（
71
期
）

　

幹
事
・
古
畑
克
巳
（
69
期
）

　

な
お
、新
会
員
を
募
集
中
で
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
幹
事
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

幹
事
連
絡
先
：jlc3685@

b8.m
nx.ne.jp

　

関
東
同
窓
会
絵
画
同
好
会
の
展
覧
会

を
、
８
月
に
有
楽
町
の
絵
画
の
聖
地
、

交
通
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
昨
年
３
月

に
行
っ
た
初
の
絵
画
展
に
続
く
２
回
目

で
す
。

　

出
展
作
品
は
油
彩
画
、
水
彩
画
、
色

鉛
筆
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
８
月
４
日（
日
）〜
10
日（
土
）　　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

▽
場
所
＝
東
京
交
通
会
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー（
千
代
田
区
有
楽
町
２
―
10
―
１
）

▽
展
示
作
品
数
＝
約
40
点

▽
参
加
予
定
者

会
長
・
依
田
欣
五
郎
（
62
期
）

会
員
・
長
谷
川
靖
（
60
期
）
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「
女
性
同
窓
生
の
会
」
を
４
月
14
日
、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
52
期
か
ら
１
０
３
期
ま

で
の
35
人
。
初
参
加
の
方
や
久
し
ぶ
り

の
方
が
何
人
も
、
さ
ら
に
は
懐
か
し
い

再
会
を
果
た
し
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
榎
本
美
智
子
さ
ん
（
72
期
）
の

フ
ル
ー
ト
演
奏
を
山
岸
麻
悠
美
さ
ん

（
１
０
１
期
）
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
楽
し

み
ま
し
た
。
お
二
人
の
紡
ぎ
だ
す
音
楽

は
、
聞
き
手
の
心
の
ひ
だ
に
ま
で
染
み

入
り
、
馥
郁
（
ふ
く
い
く
）
と
に
お
い

た
つ
よ
う
で
し
た
。

　

続
い
て
の
会
食
で
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
一
人
ず
つ
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら

フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む

　
　
　
　
　

女
性
同
窓
生
の
会

　
「
31
回
関
東
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

は
４
月
５
日
（
金
）、千
葉
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
川
間
コ
ー
ス（
千
葉
県
野
田
市
）

で
開
催
さ
れ
た
。
54
期
か
ら
１
０
３
期

ま
で
の
33
人
が
参
加
。
晴
天
微
風
と
満

開
の
桜
の
下
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
連

発
し
た
。

　

成
績
は
、
寺
西
孝
昭
さ
ん
（
64
期
）

が
グ
ロ
ス
99
、
ネ
ッ
ト
71
で
優
勝
。
準

優
勝
は
グ
ロ
ス
１
０
２
、
ネ
ッ
ト
72
で

中
村
勉
さ
ん
（
56
期
）、
３
位
は
グ
ロ

ス
１
０
８
、
ネ
ッ
ト
72
で
窪
田
実
さ
ん

（
64
期
）。
ベ
ス
グ
ロ
は
今
回
初
参
加
の

芝
間
志
浩
さ
ん
（
72
期
）
が
80
の
好
ス

第
31
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

満
開
の
桜
の
も
と

　
　
　
　
33
人
が
参
加

　
　
　
寺
西
さ
ん
が
優
勝

は
話
し
手
の
こ
と
を
知
る
と
共
に
た
く

さ
ん
の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
差
し
入

れ
の
珍
味
「
飛
鳥
の
蘇
（
そ
）」（
古
代

の
乳
製
品
）
を
賞
味
す
る
と
い
う
サ
プ

ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。
優
雅
で
充
実

し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
、
次
回
の
再

会
を
約
し
て
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

池
田
有
美
子（
69
期
）

スタート前 満開の桜をバックに集合写真

女性同窓生の会に参加の皆さん

コ
ア
で
獲
得
。
ネ
ッ
ト
で
圧
勝
し
た
山

岸
馨
さ
ん
（
68
期
）
は
大
会
参
加
規
定

に
よ
り
繰
り
下
げ
と
な
り
次
回
に
期

待
。
石
井
光
春
さ
ん
（
54
期
）
提
供
の

東
御
市
産
ワ
イ
ン
は
石
井
賞
と
し
て
山

崎
一
郎
さ
ん
（
64
期
）
が
獲
得
し
た
。

今
回
は
久
し
ぶ
り
に
同
期
・
直
近
同
期

で
の
同
組
プ
レ
イ
と
な
っ
て
、
旧
交
を

深
め
ら
れ
た
と
好
評
を
い
た
だ
い
た
。

　

表
彰
式
兼
親
睦
パ
ー
テ
イ
で
上
原
昇

会
長
が
６
月
の
総
会
案
内
を
含
め
あ
い

さ
つ
、
年
長
期
で
あ
る
55
期
の
秋
葉
光

廣
さ
ん
が
「
80
歳
に
な
っ
た
が
、
こ
の

会
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
」、
宮

島
光
男
さ
ん
（
55
期
）
が
「
第
１
回
か

ら
連
続
出
場
し
て
い
る
が
、
今
回
は
一

番
充
実
し
た
プ
レ
イ
が
で
き
た
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
。
初
参
加
の
荒
木
亮
さ
ん

（
71
期
）
ら
も
ス
ピ
ー
チ
で
盛
り
上
げ
、

な
ご
や
か
で
楽
し
い
雰
囲
気
の
う
ち
に

終
了
し
た
。

　

次
回
は
２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）

10
月
25
日
（
金
）
泉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
千
葉
県
印
西
市
）
で
開
催
の
予
定
。

多
数
の
同
窓
生
の
参
加
を
待
ち
た
い
。

　
　
　
　
　

幹
事　

近
藤
正
昭（
69
期
）

8
月
に
第
2
回
展
覧
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

絵
画
同
好
会
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や
ま
び
こ
句
会

朝
未
だ
き
木
々
に
ま
と
は
る
名
残
雪

　
　隆
治

す
す
き
の
は
波
打
ち
先
の
曇
り
空

　
　
　正
雄

神
名
備
の
長
き
黒
塀
秋
の
暮

　
　
　
　
　前
歩

朝
湯
し
て
無
精
髭
そ
る
二
日
か
な

　
　
　孝
昭

手
斧
始
杜
を
震
わ
す
木
遣
歌

　
　
　
　
　奉
男

月
冴
え
て
ピ
エ
ロ
舞
台
を
降
り
に
け
り

　正
佳

は
と
バ
ス
や
桜
巡
り
の
足
軽
く

　
　
　
　貴
美

旧
友
の
死
亡
知
ら
せ
る
寒
見
舞
い

　
　
　平
六

谷
川
の
底
ま
で
透
け
て
冬
木
立

　
　
　
　清
助

眠
り
た
る
山
見
下
ろ
し
つ
上
海
へ

　
　
　芙
沙

流
氷
の
海
に
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す

　
　
　一
江

　

数
年
前
に
長
野
県
高
校
同
窓
会
連
合

会
で
、
句
友
の
髙
梨
会
長
（
当
時
）
ほ

か
の
役
員
の
方
々
か
ら
上
田
高
校
関
東

同
窓
会
の
俳
句
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。
会
場
が
文
京
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
、
自
宅
か

ら
最
寄
り
で
も
あ
り
、
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
や
ま
び
こ
句
会
」
は
何
と
言
っ
て

も
自
由
・
楽
し
い
・
故
郷
―
で
す
。

　

児
玉
一
江
宗
匠
（
や
ま
び
こ
句
会
講

師
）
は
優
し
く
、
か
つ
厳
し
く
ご
指
導

く
だ
さ
い
ま
す
。
通
常
の
句
会
で
は
宗

匠
の
言
葉
は
絶
対
な
の
で
す
が
、「
先

★
最
近
の
研
究
会
の
概
要
★

○
第
30
回
（
２
０
１
８
・
10
・
16
）

①
荻
原
貴
さ
ん
に
よ
る
「
上
田
女
子

短
期
大
学
総
合
文
化
研
究
所
平
成

30
年
大
会
〜
講
演
：
上
田
の
先
覚

者
赤
松
小
三
郎
」
の
概
要
報
告

②
河
元
由
美
子
さ
ん
に
よ
る
「
英
軍

事
書
の
翻
訳
第
一
号
『
英
国
歩
兵

練
法
』
と
そ
の
周
辺
」
の
発
表

③
沓
掛
忠
さ
ん
に
よ
る
「
幕
末
の
武

器
・
大
砲
の
説
明
」
の
発
表

　

高
濱
虚
子
が
戦
時
中
に
小
諸
に
疎
開

し
て
い
た
「
虚
子
庵
」
と
隣
に
併
設
の

高
濱
虚
子
記
念
館
で
昨
年
７
月
、
や
ま

び
こ
句
会
の
７
人
が
句
会
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

疎
開
先
は
や
ま
び
こ
句
会
の
小
山
平

六
さ
ん
の
実
家
。「
平

六
」
と
い
う
名
も
虚
子

の
命
名
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

現
地
に
集
合
し
記
念

館
を
見
学
。
自
筆
の
屏

風
や
色
紙
、
短
冊
な
ど

近
代
俳
句
の
巨
匠
の
世

生
、
こ
の
句
は
で
す
ね
、
こ
ん
な
状
況

で
詠
ん
だ
の
で
す
」
な
ど
自
由
な
発
言

が
飛
び
交
い
ま
す
。
上
田
近
郊
に
生
ま

れ
育
っ
た
共
通
点
が
和
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。

　

句
会
で
三
点
、
四
点
句
と
選
ん
で
、

宗
匠
の
「
選
」
に
選
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
も
励
み
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
短
い

日
記
の
つ
も
り
で
季
節
を
感
じ
な
が
ら

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

宗
匠
、
句
友
の
皆
様
引
き
続
き
ご
指

導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。小

諸
吟
行
虚
子
の

　
　
　
　

疎
開
寓
居
で
句
会

　
　
　
　
　
　

寺
西
孝
昭
（
64
期
）

界
に
囲
ま
れ
て
し
ば
し
至
福
の
時
を
過

ご
し
た
後
、
虚
子
の
散
歩
道
を
俳
句
手

帳
を
手
に
巡
り
ま
し
た
。

　

の
ど
か
な
田
園
風
景
は
や
す
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。凌ノ

ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ

霄
花
や
立
葵
、

百
日
草
が
咲
い
て
お
り
、
青
田
の
風
に

夏
燕
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
小
山

家
の
墓
所
に
行
く
と
墓
石
の
後
ろ
に

　

盆
供
養
彼
岸
詣
り
を
怠
ら
ず

と
虚
子
の
句
が
掘
ら
れ
て
い
た
の
で

す
。

　

松
の
傍
ら
に
も

句
碑
が
あ
り

　

秋
晴
の
浅
間
仰

ぎ
て
主
客
あ
り

の
一
句
。
虚
子
の

散
歩
道
は
心
の
散

歩
道
で
し
た
。

赤
松
小
三
郎
研
究
会
の
活
動
報
告

○
第
31
回
（
２
０
１
８
・
12
・
18
）

①
石
川
浩
さ
ん
に
よ
る
「
赤
松
小
三

郎
の
号
令
詞
に
つ
い
て
」
の
発
表

②
東
郷
え
り
か
さ
ん
に
よ
る
「
な
ぜ

松
平
忠
固
は
嫌
わ
れ
た
の
か
」
の

発
表

○
第
32
回
（
２
０
１
９
・２
・
19
）

①
河
元
由
美
子
さ
ん
に
よ
る
「
赤
松

小
三
郎
と
『
英
国
歩
兵
練
法
』
〜

そ
の
問
題
点
を
探
る
」
の
発
表

★
講
演
会
の
開
催
決
定
★

　

講
演
会「
赤
松
小
三
郎
と
坂
本
龍
馬
・

中
浜
万
次
郎
」

日
時
：
２
０
１
９
年
９
月
28
日
（
土
）

14
〜
16
時
30
分
、
会
場
：
日
比
谷
図
書

文
化
館
、
講
師
：
岩
下
哲
典
東
洋
大
学

教
授
、
参
加
費
：
１
０
０
０
円

※
赤
松
小
三
郎
研
究
会
で
は
、
毎
回
希

望
す
る
会
員
が
、
赤
松
に
関
連
す
る

テ
ー
マ
を
自
由
に
選
ん
で
研
究
成
果
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
関
東
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
赤
松
小
三
郎
研

究
会
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
赤
松
小
三
郎
研
究
会
事
務
局
）

小諸高濱虚子記念館にて

誘
わ
れ
て
仲
間
に

　
　
　
　
　

砂
子
澤
敏
子

　
　
　
　
　
　
（
染
谷
丘
高
校
卒
業
生
）



　

二
日
目
は
真
田
氏
と
は
趣
を
変
え

て
、　

作
並
に
あ
る
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス

キ
ー
宮
城
峡
蒸
留
所
を
見
学
。

村
家
墓
所
内
）
な
ど
を
巡
る
。

　

仙
台
真
田
氏
は
江
戸
時
代
に
は
信
繁

の
墓
を
建
て
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
白
石
城
内
で
養
育
さ
れ
た
信
繁

の
子
女
た
ち
は
菩
提
を
弔
う
こ
と
は
で

き
た
よ
う
だ
。

　

白
石
か
ら
仙
台
に

向
か
う
途
中
の
船
岡

駅
で
降
り
て
見
た
白
石
川
堤
一
目
千
本

桜
は
満
開
で
、
実
に
見
事
な
景
観
で

あ
っ
た
。
ツ
ア
ー
初
日
は
仙
台
か
ら
作

並
に
向
か
い
、
当
夜
は
作
並
温
泉
泊
の

賑
や
か
な
同
期
会
と
な
る
。

65
期
有
志
に
よ
る
「
蕨
の
会
」
の
今

年
の
真
田
史
跡
巡
り
は
、
仙
台
真
田
氏

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
旅
と
な
っ
た
。

４
月
８
日
、
大
阪
か
ら
の
参
加
も
含
め

15
名
の
同
期
が
宮
城
県
の
白
石
蔵
王
駅

に
集
合
し
た
。

　

白
石
で
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
乗
っ
て
当
信
寺

（
信
繁
の
五
女
で
白
石
城
主
片
倉
小
十

郎
重
長
の
後
室
と
な
っ
た
阿
梅
（
お
う

め
）
の
方
の
墓
所
）、
清
林
寺
（
真
田

譜
代
家
臣
、
三
井
景
国
の
墓
碑
）、
信

繁
の
墓
碑
（
九
女
阿
菖
蒲
が
嫁
し
た
田

の
関
東
同
窓
会

総
会
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
、

応
援
参
加
し
て

ほ
し
い
旨
を
依

頼
し
、
多
く
の

賛
同
者
を
得
ま

し
た
。

　
「
決
起
集
会
」
参
加
者
に
は
、
総
会

実
行
委
員
長
の
長
坂
武
見
さ
ん
か
ら
、

「
上
田
か
ら
の
参
加
も
あ
る
が
、
本
日

の
参
加
者
は
各
自
も
う
一
人
同
期
を
参

加
さ
せ
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
」
と
強

く
要
望
さ
れ
、
全
員
で
50
人
の
動
員
を

目
指
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
総

会
に
向
け
「
決
起
集
会
」
と
し
て
大
き

な
節
目
と
な
っ
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

関　

雄
二
（
72
期
）
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恒
例
の
72
期
在
京
の
同
期
会
が
昨
年

11
月
28
日
（
水
）、
東
京
・
新
橋
の
「
正

味
亭
尾
和
」（
店
主
・
85
期
の
尾
和
正

登
さ
ん
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は

２
０
１
９
年
関
東
同
窓
会
総
会
の
当
番

幹
事
期
に
な
っ
た
た
め
、
そ
こ
へ
向
け

た
「
決
起
集
会
」
の
位
置
づ
け
で
し
た
。

　

上
田
か
ら
７
組
の
小
林
勝
政
さ
ん
、

３
組
の
長
谷
川
正
之
さ
ん
も
駆
け
つ
け

て
く
れ
て
、
総
勢
23
人
の
盛
大
な
「
決

起
集
会
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
昨
年
８
月
14
日
に
上
田
の
「
さ

さ
や
」
で
72
期
全
体
の
同
期
会
が
行
わ

れ
、
大
勢
参
加
し
た
在
京
メ
ン
バ
ー
全

員
か
ら
上
田
在
住
同
期
に
対
し
、
今
年

総
会
に
向
け

　
　

72
期
が「
決
起
集
会
」

65
期
蕨
の
会

    

仙
台
真
田
史
跡
ツ
ア
ー

　

６
年
前
に
「
還
暦
記
念
同
期
会
」
を

開
催
、
そ
の
後
毎
年
同
期
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
卒
後
50
周
年
に
向

け
て
の
寄
付
も
あ
り
、
力
が
一
層
入
り

ま
し
た
。
関
東
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
も

多
く
出
席
、
遠
く
福
島
県
、
奈
良
県
か

ら
も
駆
け
つ
け
た
旧
友
も
い
ま
し
た
。

　

市
川
泉
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
柳
沢
次
夫
・
上
田
高
校
同
窓
会
理

事
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。最
初
は
、

名
前
が
出
て
来
な
く
て
、
わ
ず
か
な
面

影
を
頼
り
に
話
し
て
い
る
う
ち
に
し
ば

ら
く
し
て
「
あ
あ
、
あ
ん
た
か
」
と
い

う
次
第
で
し
た
。

　

お
酒
も
入
り
会
が
盛
り
上
が
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
、
一
人
ず
つ
ス
ピ
ー
チ
。
御

  

卒
後
50
周
年
69
期
が
同
期
会

69期 卒後50周年を記念して

新橋「正味亭尾和」にて

当
人
が
終

わ
る
と
、

次
の
人
の

順
番
は
箱

に
入
っ
て

い
る
名
前

入
り
札
を

引
い
て
決

め
、
そ
れ

ぞ
れ
現
在

の
状
況
、

高
校
時
代
の
こ
と
な
ど
色
々
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
上
田
高
校
校
歌
と
応
援
歌

で
最
高
に
盛
り
上
が
り
、
来
年
の
再
会

を
約
束
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

髙
田　

忍
（
69
期
）

阿梅の方の墓のある当信寺前で
　

そ
の
後

は
仙
台
に

戻
り
、
バ

ス
で
仙
台

城
（
青
葉

城
）
に
登

り
、
桜
を

バ
ッ
ク
に

し
た
伊
達

政
宗
騎
馬

像
と
対
面
す
る
。

　

二
日
間
ツ
ア
ー
最
後
の
仕
上
げ
は
仙

台
駅
前
の
海
鮮
居
酒
屋
で
の
打
ち
上
げ

兼
反
省
会
と
な
る
。
今
回
の
幹
事
、
宮

原
豊
君
、
浅
倉
英
樹
君
の
周
到
な
準
備

と
尽
力
に
一
同
感
謝
。

　

こ
れ
で
「
蕨
の
会
」
真
田
史
跡
巡
り

は
大
阪
、
和
歌
山
高
野
山
・
九
度
山
、

群
馬
沼
田
、
仙
台
を
踏
破
し
て
残
る
は

地
元
上
田
（
真
田
町
含
む
）
と
松
代
と

な
っ
た
。
最
後
の
真
田
氏
を
巡
る
来
秋

予
定
の
旅
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　
「
蕨
の
会
」会
長　

成
澤
文
和（
65
期
）
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鶴
岡
慧
子
さ
ん
（
１
０
５
期
）
が
監

督
し
て
制
作
し
た
映
画
「
ま
く
子
」
が

完
成
、
３
月
15
日
か
ら
テ
ア
ト
ル
新
宿

を
皮
切
り
に
全
国
公
開
さ
れ
た
。

　
「
き
い
ろ
い
ゾ
ウ
」
な
ど
の
小
説
で

若
者
に
人
気
が
高
い
直
木
賞
作
家
・
西

加
奈
子
さ
ん
の
小
説
を
映
画
化
し
た
作

品
。
地
方
の
温
泉
街
に
住
む
小
学
５
年

生
の
少
年
・
サ
ト
シ
が
、
転
入
生
の
不

思
議
な
少
女
コ
ズ
エ
と
の
思
春
期
の
淡

い
交
流
を
経
て
、
一
つ
ひ
と
つ
大
人
に

成
長
す
る
姿
を
中
心
に
、
小
さ
な
町
で

生
き
る
、
不
器
用
な
人
々
を
温
か
く
描

完成セレモニーであいさつする鶴岡さん（左端）

時
を
超
え
「
ギ
タ
マ
ン
」
の
絆
懐
か
し

　
　
　
　
　

                                                  

第
２
回
班
同
窓
会
に
27
人

　

平
成
最
後
の
年
、
第
２
回
の
ギ
タ
ー

マ
ン
ド
リ
ン
班
同
窓
会
が
、
11
月
17
日

に
上
田
市
の
「
さ
さ
や
」
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

最
後
の
顧
問
を
務
め
ら
れ
た
小
笠
原

橿
夫
先
生
を
迎
え
、
初
参
加
者
を
加
え

64
期
か
ら
81
期
ま
で
27
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

幕
開
け
の
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
新
た
な
仲
間
も
加
え
練
習
を
重
ね

た
13
人
の
奏
者
が
「
郷
愁
」「
鉄
道
員
」

「
山
峡
」「
バ
ク
ダ
ッ
ド
の
太
守
」
の
、 舞台に出演中の櫻井章貴さん（右端）

鶴
岡
慧
子
監
督
の
注
目
作

「
ま
く
子
」
が
完
成

　
　
　
　

3
月
か
ら
全
国
上
映

い
た
。

　

主
役
の
サ
ト
シ
役
の
山
崎
光
、
コ
ズ

エ
を
演
じ
る
新
音
（
に
の
ん
）
の
ほ
か
、

父
親
を
草
彅
剛
が
演
じ
た
こ
と
で
話
題

を
集
め
た
。

　

サ
ト
シ
が
コ
ズ
エ
に
戸
惑
い
、
大
人

に
な
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
つ
つ
、
出

会
い
で
変
わ
っ
て
い
く
少
年
の
成
長
に

温
か
い
眼
差
し
で
寄
り
添
い
、
長
回
し

を
多
用
し
た
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
で
じ
っ
く

り
描
い
た
、
心
に
響
く
作
品
に
仕
上

が
っ
た
。

　

完
成
披
露
上
映
会
が
２
月
20
日
に
東

京
の
シ
ネ
・
リ
ー
ブ
ル
池
袋
で
行
わ
れ

た
ほ
か
、
公
開
２
日
目
の
16
日
に
は
テ

ア
ト
ル
新
宿
で
、
鶴
岡
監
督
と
草
彅
さ

ん
ら
に
よ
る
観
客
へ
の
あ
い
さ
つ
が
行

わ
れ
た
。
映
画
フ
ァ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
で
満
席
の
中
、
監
督
の
演
技
指
導

ぶ
り
な
ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
つ
つ
、

作
品
に
込
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
、

作
品
へ
の
満
足
感
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
披
露
し
た
。

　

鶴
岡
監
督
と
、
草
彅
さ
ん
の
対
談
が

「
週
刊
朝
日
」「
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」
に
掲
載
さ

れ
る
な
ど
、メ
デ
ィ
ア
で
注
目
さ
れ
た
。

昨
年
を
上
回
る
４
曲
を
発
表
。
弦
の
音

色
と
と
も
に
高
校
時
代
が
戻
っ
て
き
た

よ
う
で
し
た
。

　

笑
顔
が
並
ん
だ
写
真
撮
影
の
後
は
宴

で
広
が
る
歓
談
。
小
笠
原
先
生
か
ら
ギ

タ
マ
ン
の
最
期
の
頃
の
話
を
う
か
が
っ

た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
近
況
報
告
。
飛
び

込
み
の
ギ
タ
ー
演
奏
も
加
わ
り
、
新
た

な
絆
を
感
じ
て
弾
む
会
話
。
温
か
な
空

気
に
包
ま
れ
た
素
敵
な
夜
に
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

宮
下
文
憲（
74
期
）

　

日
本
の
演
劇
界
を
代
表
す
る
劇
団
・

文
学
座
の
櫻
井
章
貴
さ
ん
（
86
期
）
が

入
団
20
年
目
を
迎
え
る
今
年
、
精
力
的

に
舞
台
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
月
23
〜
３
月
３
日
に
埼
玉
県
富
士

見
市
の
市
民
文
化
会
館
き
ら
り
☆
ふ

じ
み
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
で
、「
マ
ザ
ー
リ

バ
ー
・
ホ
ー
ミ
ン
グ
」
と
「
マ
ザ
ー
リ

バ
ー
・
ウ
エ
ル
カ
ム
」（
田
上
豊
作
・

演
出
）
に
出
演
、
熊
本
弁
で
描
く
大
家

族
シ
リ
ー
ズ
で
１
８
０
㌢
、
１
０
０
㌔

超
の
体
格
を
生
か
し
て
存
在
感
あ
る
演

技
を
熱
演
し
た
。

　

今
年
は
９
月
に
こ
ま
つ
座
、
11
月
に

新
国
立
劇
場
で
「
居
酒
屋
３
兄
弟
」
に

出
演
す
る
予
定
。
サ
ン
ト
リ
ー
の
健
康

飲
料
の
Ｃ
Ｍ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
余
分
３

兄
弟
「
脂
肪
」
担
当
で
お
茶
の
間
に
も

顔
が
知
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

文
学
座
の
櫻
井
章
貴
さ
ん
（
86
期
）

　
　
　
　

        

20
年
目
の
舞
台
に
存
在
感
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池
波
正
太
郎

真
田
太
平
記
に
深
い
思
い
入
れ
　
　
　
　
　
　

益
子
輝
之
（
57
期
）

　

あ
れ
は
「
真
田
太
平
記
」
が
テ
レ
ビ

で
放
映
さ
れ
て
い
た
昭
和
60
年
だ
か
ら

30
数
年
前
に
な
る
。
地
元
の
企
業
が
池

波
正
太
郎
先
生
の
講
演
会
を
開
催
し
た

い
と
い
う
の
で
、
上
田
市
の
観
光
課
を

通
じ
て
先
生
に
依
頼
し
て
ほ
し
い
と
頼

ま
れ
た
。
そ
の
頃
は
も
う
講
演
会
の
話

は
ほ
と
ん
ど
受
け
て
お
ら
れ
な
か
っ
た

よ
う
だ
が
、「
上
田
な
ら
」
と
承
諾
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

開
催
の
１
週
間
ほ
ど
前
、
観
光
課
の

担
当
者
が
電
話
し
て
き
た
。
先
生
か
ら

「
僕
の
話
は
15
分
だ
け
」と
連
絡
が
あ
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
生
の
紹
介
を

兼
ね
て
１
時
間
ほ
ど
話
し
て
ほ
し
い
と

言
う
。
講
師
紹
介
が
１
時
間
で
肝
心
の

講
演
が
15
分
な
ど
聞
い
た
こ
と
が
な

い
。
先
生
に
電
話
し
て
「
対
談
と
い
う

こ
と
で
ど
う
で
し
ょ
う
」、「
よ
ろ
し
く

や
っ
て
く
れ
」。
上
田
市
文
化
会
館
で

行
わ
れ
た
講
演
で
は
、
結
局
先
生
も
30

分
ほ
ど
話
し
て
く
れ
て
そ
の
後
ス
テ
ー

ジ
の
上
で
対
談
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　

と
に
か
く
１
時
間
は
つ
な
げ
な
け
れ

ば
と
私
が
真
田
信
之
の
事
跡
を
長
々
と

し
ゃ
べ
っ
て
「
信
之
と
い
う
人
は
、
ど

う
い
う
人
で
し
ょ
う
か
」。
先
生
は
一

言
「
偉
い
人
で
す
よ
」。
今
度
は
幸
村

に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
話
し
て
「
幸
村

は
」、「
僕
は
好
き
で
す
よ
」。
池
波
先

生
の
こ
の
短
い
コ
メ
ン
ト
が
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
気
が
付
い
た

の
は
、
だ
い
ぶ
後
に
な
っ
て
か
ら
。

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）
１
月
25

日
、
浅
草
聖
天
町
生
ま
れ
の
池
波
先
生

は
青
春
時
代
を
株
屋
の
店
員
と
し
て
兜

町
で
過
ご
す
。
年
齢
不
相
応
の
お
金
が

動
く
世
界
だ
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
末
期

に
召
集
令
状
が
来
た
。
な
じ
み
の
お
女

郎
さ
ん
に
過
分
の
お
金
を
残
し
、
戦
死

を
覚
悟
で
横
須
賀
海
兵
団
に
入
隊
、
上

官
の
い
じ
め
に
も
「
戦
場
で
目
に
も
の

み
せ
て
や
る
」
と
耐
え
て
き
た
が
、
米

子
の
美
保
航
空
基
地
で
終
戦
を
迎
え

る
。
華
々
し
い
死
は
夢
と
な
り
、
焼
け

野
原
の
東
京
の
復
興
に
東
京
都
職
員
と

し
て
働
い
た
時
期
も
あ
る
。

　

大
坂
夏
の
陣
で
「
日
本
一
の
兵
」
と

称
え
ら
れ
る
討
ち
死
に
を
遂
げ
た
真
田

幸
村
は
、
憧
れ
の
存
在
で
あ
り
「
好
き

な
人
」。
一
方
か
つ
て
上
田
城
で
父
、

弟
と
共
に
徳
川
の
大
軍
勢
と
戦
っ
た
思

い
出
を
抱
き
な
が
ら
、
戦
国
の
世
が
終

わ
っ
た
時
代
を
生
き
、
松
代
十
万
石
の

礎
を
築
い
た
信
之
は
、
名
誉
あ
る
戦
死

の
機
会
を
逸
し
敗
戦
の
国
で
必
死
に
生

き
て
い
た
周
り
の
人
々
と
重
ね
合
わ
せ

た
う
え
で
「
偉
い
人
」
だ
っ
た
の
で
あ

る
。30

歳
頃
か
ら
作
品
を
雑
誌
な
ど
に
投

稿
し
て
い
た
が
、
昭
和
23
年
に
作
家

の
長
谷
川
伸
が
主
催
す
る
研
究
会
に

上田の池波正太郎真田太平記館

撮影・熊切圭介

入
会
、
新

国
劇
の
座

付
き
作
者

の
立
場
を

得
て
戯
曲

や
小
説
の

執
筆
に
励

む
。

　

そ
ん
な

中
で
同
31

年
、
後
に
「
真
田
騒
動
」
と
改
題
さ
れ

る「
恩
田
木
工
」、翌
年
は
真
田
信
之
と
、

小
野
お
通
と
の
交
流
を
描
く
「
信
濃
大

名
記
」
と
真
田
家
へ
の
興
味
を
深
め
て

い
く
。
そ
し
て
同
35
年
「
錯
乱
」
で
直

木
賞
を
受
賞
。

　

そ
の
５
年
後
の
40
年
１
月
４
日
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
「
日
曜
散
歩
」
の
ゲ
ス
ト
と
し

て
上
田
に
み
え
ら
れ
た
。
当
時
市
の
観

光
課
に
い
て
番
組
の
お
手
伝
い
を
し
た

の
が
縁
で
以
来
ず
っ
と
ご
厚
誼
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
週
刊
朝
日
」
に
「
真
田
太
平
記
」

の
連
載
が
始
ま
っ
た
の
が
昭
和
49
年
、

57
年
ま
で
続
く
。

　

平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）、
67
歳

で
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
８
年
後
、
上
田

に
「
池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
」
が

開
館
。
記
念
館
と
い
っ
た
も
の
が
お
嫌

い
だ
っ
た
先
生
の
お
気
持
ち
を
忖
度
し

て
の
館
名
だ
っ
た
。
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ラ
グ
ビ
ー
W
杯
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
が
菅
平
で
合
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
と
交
流
音
楽
イ
ベ
ン
ト
も

　

９
月
20
日
か
ら
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）」
が
、
ア
ジ
ア
で

は
初
め
て
日
本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
翌

年
の
２
０
２
０
年
に
は
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
控
え
て
、
世

界
の
注
目
が
日
本
に
集
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

上
田
市
は
ビ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
成
功
の
一
翼
を
担
い
つ
つ
、
菅
平
高

原
の
名
を
国
内
外
に
発
信
し
、
地
域
振

興
に
寄
与
す
る
べ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
に
取
り
組
み
、
イ
タ

リ
ア
ラ
グ
ビ
ー
連
盟
と
合
意
。
19
年
の

Ｗ
杯
直
前
に
イ
タ
リ
ア
代
表
が
菅
平
高

原
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

菅平でイタリア代表を歓迎

　

松
尾
倶
楽
部
の
「
佐
渡
ヶ
嶽
部
屋
朝

稽
古
見
学
会
」
が
昨
年
12
月
27
日
、
会

員
と
ゲ
ス
ト
合
わ
せ
て
総
勢
28
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

　

第
53
代
横
綱
琴
桜
ら
を
輩
出
し
た
大

相
撲
の
名
門
。
北
総
線
の
松
飛
台
駅
で

下
車
。
門
を
く
ぐ
る
と
、
目
に
飛
び
込

ん
だ
の
は
米
な
ど
大
量
の
食
材
。
さ
す

が
は
幕
内
３
人
を
含
む
40
人
余
の
力
士

を
抱
え
る
角
界
最
大
手
の
部
屋
で
あ

る
。

　

元
大
関
の
幕
内
琴
奨
菊
を
は
じ
め
力

士
ら
が
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
し
っ
か

り
と
テ
ー
ピ
ン
グ
が
さ
れ
た
手
足
、
張

り
つ
め
た
緊
張
感
。
身
体
が
ぶ
つ
か
り

合
う
鈍
い
音
、
一
番
ご
と
に
上
が
る
力

士
の
掛
け
声
、
そ
の
傍
ら
で
鉄
砲
を
打

つ
音
が
響
く
。
次
々
と
手
と
声
が
挙
が

り
、
申
し
合
い
が
始
ま
る
。
１
０
０
㌔

超
の
巨
体
が
信
じ
ら
れ
な
い
瞬
発
力
で

突
進
し
押
し
ま
く
る
。

　

幕
内
の
琴
勇
輝
が
若
手
の
琴こ
と
て
ば
か
り

手
計
に

手
と
身
体
の
位
置
、
動
き
を
手
ほ
ど
き

す
る
と
、
一
度
で
動
き
が
変
わ
る
。
修

正
能
力
の
高
さ
に
も
驚
か
さ
れ
た
。

　

最
後
に
相
撲
錬
成
歌
を
合
唱
し
部
屋

五
訓
、力
士
心
得
を
唱
和
し
て
終
わ
る
。

　

こ
の
あ
と
、
お
待
ち
か
ね
の
朝
ご
は

ん
、ち
ゃ
ん
こ
鍋
が
登
場
し
た
。佐
渡
ヶ

嶽
部
屋
は
業
務
用
に
ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
つ

ゆ
が
作
ら
れ
る
ほ
ど
だ
。
こ
の
日
は
味

噌
味
だ
っ
た
が
、
大
変
お
い
し
く
、
私

も
白
飯
と
共
に
お
代
わ
り
を
い
た
だ
い

た
。

　

同
部
屋
の
法
律
顧
問
を
務
め
る
ア
ク

ト
法
律
事
務
所
の
岩
井
重
一
所
長
（
62

期
）
の
紹
介
で
実
現
し
た
。
力
士
の
皆

さ
ん
の
健
闘
を
応
援
し
て
い
る
。

　
　
　
　

幹
事　

渡
邉

博と
お
る（

78
期
） 迫力満点の朝稽古

迫
力
の
朝
稽
古
と

　
　
　
　
ち
ゃ
ん
こ
堪
能

松
尾
倶
楽
部

佐
渡
ヶ
嶽
部
屋
見
学
会

　

昨
年
５
月
下
旬
に
９
日
間
、
日
本
代

表
と
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
チ
に
向
け

た
イ
タ
リ
ア
代
表
を
菅
平
高
原
に
迎

え
、
チ
ー
ム
の
調
整
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
第
４
中

学
校
・
染
谷
丘
高
校
訪
問
や
公
開
練
習

な
ど
で
の
市
民
と
の
交
流
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
６
月
に
長
野
市
の
Ｕ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
ジ
ュ
ビ
ロ
と
の

親
善
試
合
も
行
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
代
表

が
上
田
市
の
市
章
と
六
文
銭
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ジ
で
試
合
に
臨
む
サ

プ
ラ
イ
ズ
も
。
市
は
今
年
９
月
に
再
訪

す
る
イ
タ
リ
ア
代
表
チ
ー
ム
が
大
会
で

最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き

る
よ
う
、
万
全
の
態
勢
で
準
備
を
し
て

い
ま
す
。

　

上
田
イ
タ
リ
ア
交
流
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。
９
月
13
日
に
歓
迎
の「
オ
ペ
ラ
・

ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」が
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー

ゼ
大
ホ
ー
ル
で
企
画
さ
れ
、
合
唱
団
員

を
市
民
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
代
表
の
試
合
は
▽
９
／
22

対
ナ
ミ
ビ
ア
（
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
）
▽

９
／
26　

対
カ
ナ
ダ
（
博
多
の
森
球
技

場
）
▽
10
／
４　

対
南
ア
フ
リ
カ
（
エ

コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
）
▽
10
／
12　

対

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
豊
田
ス
タ
ジ
ア

ム
）。

上
田
市
交
流
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
兼
国
際　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
順
也
（
88
期
）



　

こ
こ
数
年
で
上
田
高
校
と
の
関
わ
り

と
い
え
ば
、
お
正
月
の
サ
ッ
カ
ー
班
の

集
ま
り
に
参
加
す
る
く
ら
い
の
も
の
で

し
た
。
正
直
に
言
う
と
、
関
東
同
窓
会

の
総
会
へ
の
参
加
は
、
全
く
乗
り
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
い

ざ
参
加
し
て
み
る
と
10
歳
以
上
歳
の
離

れ
た
先
輩
方
と
上
田
で
の
思
い
出
を
話

し
た
り
、
70
歳
近
く
歳
の
違
う
先
輩
方

に
近
況
報
告
を
し
た
り
と
、
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
同
窓
会
が
終
わ
っ
た
後
も
各
界
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
と
連
絡
を

　
　
　
　
　
　
　

原
田
義
則
（
65
期
）

　

全
豪
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
（
メ
ル
ボ
ル
ン
開
催
）
観
戦
に

行
っ
た
。
錦
織
圭
（
当
時
世
界
９
位
）

と
大
坂
な
お
み
（
当
時
世
界
４
位
）
の

試
合
を
確
実
に
観
る
た
め
に
、
４
回
戦

と
準
々
決
勝
を
狙
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
を

事
前
購
入
し
た
が
、
幸
運
な
こ
と
に
錦

織
も
大
坂
も
３
回
戦
を
突
破
し
て
狙

い
通
り
２
人
の
試
合
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
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弁護士　土屋耕太郎（68期）

エ
ッ
セ
ー

  

野
菜
を
友
に
③

  　
　
　
　
　
「
苗
半
作
」

　

新
年
を
迎
え
る
と
今
年
栽
培
し
た
い

作
物
や
品
種
を
選
定
し
、
そ
れ
ら
の
野

菜
を
季
節
ご
と
の
作
付
け
図
に
落
と
し

年
間
の
栽
培
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
１

月
中
旬
の
ト
マ
ト
を
皮
切
り
に
ナ
ス
、

ス
イ
カ
、
フ
ェ
ン
ネ
ル
、
パ
プ
リ
カ
、

リ
ー
キ
な
ど
を
順
次
播
く
の
で
す
が
、

発
芽
適
温
が
25
度
Ｃ
以
上
の
も
の
が
多

い
の
で
自
宅
で
管
理
し
ま
す
。
３
月
上

旬
ま
で
わ
が
家
の
リ
ビ
ン
グ
は
播
種
箱

に
占
拠
さ
れ
て
し
ま
い
、
私
は
並
ん
だ

播
種
箱
を
一
日
に
何
度
も
覗
い
て
は
発

芽
や
生
育
状
態
に
一
喜
一
憂
、
妻
も
一

緒
に
覗
い
て
い
ま
す
。

　

本
葉
が
出
始
め
た
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
セ
ッ
ト
し
た
温
床
マ
ッ
ト
に
移

し
、
温
度
、
湿
度
、
採
光
等
に
留
意
し

つ
つ
定
植
ま
で
の
数
週
間
苗
を
育
て
ま

す
。
こ
う
し
て
育
て
た
苗
も
収
穫
ま
で

に
は
予
想
外
な
ト
ラ
ブ
ル
や
病
害
虫
被

害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

水
ナ
ス
の
半
分
が
病
気
に
よ
り
次
々

と
枯
れ
る
事
態
を
経
験
し
、
４
年
前
か

ら
耐
病
性
の
台
木
へ
の
接
ぎ
木
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
当
初
50
％
程
度
だ
っ
た

成
功
率
が
最
近
で
は
90
％
ま
で
向
上

し
、
今
年
も
１
５
０
本
の
苗
が
順
調
に

ナダルのパネルの前で

　

錦
織
は
３
回
戦
ま
で
苦
労
し
て
勝
ち

上
が
っ
た
が
、
４
回
戦
で
も
危
機
的
状

況
を
か
い
く
ぐ
り
5
時
間
を
超
え
る

熱
戦
で
奇
跡
的
に
勝
利
。
し
か
し
疲
労

が
激
し
く
準
々
決
勝
で
は
世
界
１
位
の

ジ
ョ
コ
ビ
ッ
チ
と
の
対
戦
で
途
中
棄

権
。
大
坂
は
相
手
選
手
を
破
壊
的
に

破
り
続
け
、
更
に
ト
ッ
プ
選
手
２
人
を

連
破
し
優
勝
。
こ
の
ク
ラ
ス
の
選
手
た

ち
の
打
球
音
と
俊
敏
性
は
と
て
も
人
間

業
と
は
思
え
な
い
レ
ベ
ル
。
自
分
の
プ

レ
ー
の
参
考
に
は
全
く
な
ら
な
い
が
大

い
に
楽
し
め
た
。

　

試
合
の
間
に
大
坂
選
手
の
練
習
を
見

に
行
っ
た
。
大
坂
選
手
は
大
勢
の
観
客

　

昨
年

の
関
東

同
窓
会

の
総
会

に
、
職

場
の
大

先
輩
で

相
手
に
実
に
気
安
く
応
対
し
て
く
れ

て
、
幸
運
に
も
サ
イ
ン
（
家
宝
？
）
を

貰
う
こ
と
が
で
き
た
。

育
っ
て
い
ま
す
。
草
勢
の
弱
い
２
品
種

の
ト
マ
ト
で
も
接
ぎ
木
を
試
み
目
下
の

と
こ
ろ
順
調
に
生
育
し
実
を
付
け
始
め

ま
し
た
。

農
業
に
は
「
苗
半
作
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
、
野
菜
の
収
量
に
苗
の
善
し
悪
し

が
大
き
く
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
人
に
例
え
る
と
「
三
つ
子
の
魂
百

ま
で
も
」
に
通
じ
る
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

４
月
も
中
旬
を
迎
え
る
と
い
よ
い
よ

畑
で
の
苗
の
定
植
が
始
ま
り
ま
す
。
今

年
の
野
菜
の
良
好
な
作
柄
を
願
い
つ

つ
、
苗
の
順
調
な
生
育
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

進（
66
期
）

関
東
同
窓
会
の

総
会
に
参
加
し
て

全
豪

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

　
　
　
2
0
1
9
観
戦
記

総会で挨拶する小林慶さん

あ
る
宮
原
豊
さ
ん（
65
期
）に
お
声
が

け
頂
き
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
私
は

２
０
１
２
年
に
上
田
高
校
を
卒
業
後
、

１
年
間
の
浪
人
生
活
を
経
て
、
仙
台
の

大
学
に
進
学
し
、
在
学
中
に
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
へ
の
留
学
を
経
験
し
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
は
、
東
京
に
あ
る
政
府
系

機
関
に
勤
め
、
日
本
の
食
品
の
海
外
輸

出
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

取
り
合
う
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、

仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
も
に
親
身
に

相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
中
で
、
改
め

て
上
田
高
校
生
で
良
か
っ
た
と
強
く
実

感
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
今
回
の
総
会
で
圧
倒
的
に
最

年
少
だ
っ
た
私
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、「
若
手
の
皆
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル

は
あ
ち
ら
で
す
」
と
若
手
の
対
象
に
60

代
の
先
輩
方
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
こ
の

会
を
、
よ
り
若
い
年
代
の
上
田
高
校
の

卒
業
生
が
も
っ
と
集
ま
る
会
に
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
微

力
な
が
ら
宣
伝
活
動
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

小
林　

慶
（
1
1
0
期
）
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江
戸
時
代
、
佐
渡
の
金
銀
は
小
木
港

か
ら
出
雲
崎
に
船
で
運
ば
れ
北
国
街

道
、
中
山
道
を
通
っ
て
江
戸
に
届
け
ら

れ
た
。
私
た
ち
64
期
街
道
の
旅
有
志
15

人
は
御
金
荷
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に

し
、
直
江
津
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
小
木
港

に
向
か
い
バ
ス
で
相
川
へ
。
翌
朝
、
相

川
金
山
を
見
学
し
た
。

　

坑
道
入
口
は
江
戸
期
の
も
の
と
明
治

期
以
降
の
も
の
と
二
つ
あ
る
。最
初
に
、

江
戸
期
の
坑
道
、
宗
太
夫
坑
を
見
学
。

坑
道
跡
に
入
っ
て
行
く
と
、「
佐
渡
金

山
絵
巻
」
に
描
か
れ
た
採
掘
作
業
を
、

人
形
を
使
っ
て
再
現
し
て
い
る
。

佐
渡
国
・
御
金
荷
の
道
を
歩
く

　
　

相
川
道
遊
坑
を
見
学
、
金
採
取
体
験
も

道遊の割戸の前で記念撮影

　

上
田
城
の
櫓
（
や
ぐ
ら
）
の
復
元

に
充
て
て
ほ
し
い
と
上
田
市
に
匿
名
で

10
億
円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
、
全
国

ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
た
。
資
料
の
不

足
な
ど
か
ら
難
航
も
予
想
さ
れ
る
が
、

市
教
育
委
員
会
は
現
存
す
る
西
、
南
、

北
の
櫓
３
棟
（
い
ず
れ
も
県
宝
）
を
モ

デ
ル
に
、
残
る
４
棟
を
復
元
す
る
手
法

の
検
討
に
入
っ
て
お
り
、
市
民
や
歴
史

愛
好
家
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

上
田
城
（
国
史
跡
上
田
城
跡
）
は
、

戦
国
武
将
の
真
田
昌
幸
が
１
５
３
２
年

に
築
城
し
た
名
城
で
人
気
が
高
い
。
関

ケ
原
の
戦
い
（
１
６
０
０
年
）
後
に
徳

川
方
に
破
壊
さ
れ
、そ
の
後
藩
主
と
な
っ

た
仙
石
忠
政
が
１
６
２
６
年
か
ら
復
興

し
、
幕
末
ま
で
櫓
が
７
棟
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。

　

市
教
育
委
員
会
の
和
根
崎
剛
生
涯
学

習
・
文
化
財
課
補
佐（
86
期
）に
よ
る
と
、

写
真
な
ど
十
分
な
資
料
が
揃
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
未
整
備
の
４
棟
中

３
棟
の
基
礎
部
分
と
現
存
す
る
３
棟
の

基
礎
部
分
は
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
特

に
西
櫓
は
明
治
期
に
唯
一
解
体
・
移
築

を
免
れ
、
中
央
柱
が
15
世
紀
半
ば
か
ら

17
世
紀
前
半
に
伐
採
さ
れ
た
ケ
ヤ
キ
だ

と
判
明
し
た
。

　

今
後
、
資
料
を
再
検
証
。
同
一
性
が

裏
付
け
ら
れ
れ
ば
「
当
初
の
状
態
を
ほ

ぼ
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
西
櫓
を

モ
デ
ル
に
、
復
元
に
一
歩
近
づ
け
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
説
明
、
文
化
庁
と
の

協
議
も
目
指
す
考
え
を
示
し
て
い
る
。

上
田
城
櫓
復
元
に
10
億
円
の
匿
名
寄
付

上
田
市
教
育
委
員
会
西
櫓
参
考
に
復
元
を
検
討

　

明
治
か
ら
平
成
元
年
ま
で
使
用
さ
れ

た
道
遊
坑
を
見
学
し
て
外
に
出
る
と
、

相
川
金
山
が
始
ま
っ
た
「
道
遊
の
割

戸
」
が
目
の
前
に
そ
び
え
て
い
る
。
山

を
頂
上
か
ら
掘
り
進
ん
だ
た
め
、
真
二

つ
に
削
ら
れ
巨
大
な
岩
肌
が
露
出
し
て

い
る
。

　

相
川
郷
土
博
物
館
に
は
佐
渡
小
判
、

千
両
箱
、
水
揚
げ
器
や
遊
郭
の
様
子
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
佐

渡
奉
行
所
跡
に
向
か
う
坂
道
の
途
中
か

ら
は
北
沢
浮
遊
選
鉱
場
跡
が
見
え
る
。

　

佐
渡
奉
行
所
に
は
建
物
に
付
随
し
て

勝
場
（
せ
り
ば
）
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。

鉱
石
を
細
か
く
砕
い
て
金
･
銀
を
選

鉱
す
る
工
場
で
あ
る
。
真
田
氏
と
の
争

い
に
敗
れ
て
家
康
の
下
へ
逃
げ
た
「
室

賀
氏
」
の
子
孫
（
室
賀
図
書
正
明
）
は

62
代
佐
渡
奉
行
を
務
め
た
と
記
録
さ
れ

て
い
た
。

　

平
安
時
代
か
ら
砂
金
が
採
れ
た
西
三

川
ゴ
ー
ル
ド
パ
ー
ク
で
は
砂
金
採
取
体

験
を
し
た
。
相
川
で
金
銀
山
が
発
見
さ

れ
る
ま
で
金
の
産
出
地
で
あ
っ
た
。

　

真
野
新
町
で
泊
ま
り
、
翌
日
、
高
校

時
代
の
恩
師
・
本
間
先
生
が
同
行
し
て

く
だ
さ
り
、
本
陣
・
山
本
家
を
見
学
。

宿
根
木
で
は
復
原
建
造
さ
れ
た
千
石
船

を
見
学
し
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
寄

港
地
と
し
て
栄
え
た
宿
根
木
に
は
船
宿

が
残
る
。

　

最
後
は
御
金
荷
の
佐
渡
で
の
到
着

地
、
木
崎
神
社
に
参
拝
。
奉
納
さ
れ
た

船
絵
馬
に
往
時
の
繁
栄
が
想
像
さ
れ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
計
枝（
64
期
）建てられた当時の姿をとどめる西櫓



回
り
ま
し
た
。
平
成
を
通
じ
て
進
ん
だ

社
会
変
革
の
一
端
を
映
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
春
は
国
公
立
大
学
に
１
３
７
人

が
現
役
で
合
格
し
ま
し
た
。
早
慶
を
は

じ
め
と
し
て
関
東
の
私
立
大
学
へ
の

進
学
も
多

く
、
卒
業

生
の
未
進

学
者
は
80

人
を
下
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
10
人
の

う
ち
７
人
以
上
は
現
役
で
進
学
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
か
つ
て
と
は

様
子
が
違
っ
て
き
た
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

で
す
。
多
様
な
才
能
が
集
ま
り
、
切
磋

琢
磨
す
る
場
と
し
て
、
大
き
な
学
校
の

良
さ
を
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

１
２
０
期
と
な
る
今
年
の
全
日
制
新

入
生
は
男
子
１
３
７
人
、
女
子
１
８
3

人
で
、
こ
れ
ま
で
で
も
っ
と
も
女
子

生
徒
数
が

多
か
っ
た

で
す
。
初

め
て
女
子

が
入
学
し
た
１
９
5
１
年
は
地
元
紙

が
「
松
尾
高
校
歴
史
的
入
学
式
」
と
大

き
な
見
出
し
で
報
じ
ま
し
た
が
、
以
来

徐
々
に
女
子
が
増
え
、
２
０
１
０
年
に

は
じ
め
て
女
子
の
新
入
生
が
男
子
を
上

　

困
難
に
対
し
て
前
向
き
に
挑
ん
で
い
く
「
試
百

難
」
の
精
神
が
、
大
学
受
験
に
、
さ
ら
に
は
社
会

　

関
東

同
窓
会

の
皆
様

に
は
、

い
つ
も
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上田高校NOW

   

上
田
高
校
の
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
活
動

は
指
定
後
第
４
年
次
を
迎

え
、
全
学
年
が
予
定
し
て

い
た
活
動
を
計
画
通
り
に

　
　
　
　
　
首
都
圏
F
W
な
ど
入
試
で
も
成
果

し
、
約
30
人
が
課
題
研
究
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
準
備
段
階
も
含
め
て
山

浦
善
樹
元
最
高
裁
判
事
、
原
田
義
則
筑

波
大
教
授
、
矢
島
基
美
上
智
大
学
教
授

は
じ
め
専
門
家
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
よ
り
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
優
れ
た
課
題
研
究
を
行
っ
た
生

徒
は
全
国
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
立
教

大
学
関
東
甲
信
越
静
発
表
会
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ

甲
子
園
な
ど
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

２
月
の
本
校
Ｓ
Ｇ
Ｈ
報
告
会
で
は
２

年
生
全
員
が
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
発
表

し
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国

語
指
導
助

手
）
の
指

導
を
受
け

ま
し
た
。

３
年
と
Ｏ

Ｂ
大
学
生

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
高

大
接
続
の
学
び
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

３
年
の
選
択
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ

Ⅲ
で
は
、
各
自
の
課
題
研
究
か
ら
社
会

提
言
を
導
き
だ
し
、
本
校
主
催
「
北
陸

新
幹
線
サ
ミ
ッ
ト
」（
関
東
北
信
越
地

区
Ｓ
Ｇ
Ｈ
高
校
課
題
研
究
発
表
会
）
で

沿
線
高
校
生
（
福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
年
、
２
年
は
全
員
が
個
人
で
取
り

組
む
課
題
研
究
を
進
め
、
２
年
の
首
都

圏
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
10
コ
ー
ス

（
東
京
外
大
、
筑
波
大
、
早
稲
田
大
、

慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
な
ど
）
で
研
修

ポ
ス
ト
S
G
H
も
研
究
重
ね
る

　
　

上
田
高
等
学
校
学
校
長　

廣
田
昌
彦

SGH甲子園で
プレゼンテーションをする生徒

上田高校で北陸新幹線サミット

学
園
高
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際

中
等
教
育
学
校
、
石
川
県
立
金
沢
泉

丘
高
ほ
か
）
12
高
校
33
グ
ル
ー
プ
生
徒

１
０
３
人
が
集
い
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま

し
た
。

廣田昌彦学校長

Ｓ
Ｇ

Ｈ
２

期
生

は
探

究
的

ス
キ

ル
を

重
視

し
た

入
試

に
も
挑
戦
し
、
東
京
、
早
稲
田
、
慶
應

義
塾
、
上
智
、
大
阪
、
筑
波
ほ
か
の
各
大

学
に
合
格
。
次
世
代
の
新
学
力
観
に
基

づ
く
入
試
制
度
に
先
駆
け
て
対
応
し
、

大
学
入
試
の
「
学
び
の
計
画
書
」
に
対

応
し
た
指
導
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

２
年
生
が
11
月
に
台
湾
研
修
旅
行
を

実
施
し
、
４
高
校
で
交
流
、
台
湾
師
範

大
学
、
台
北
市
立
大
学
、
台
湾
交
流
協

会
ほ
か
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
修
し

ま
し
た
。

　

３
月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
は
20
人
が
参
加
し
、
路
上
の
子
ど

も
、
パ
ヤ
タ
ス
（
ゴ
ミ
山
）
事
業
地
な

ど
を
訪
問
し
、
最
終
日
に
現
地
報
告
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

米
国
ボ
ス
ト
ン
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
は

19
人
が
参
加
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
研
究
室
な
ど
で

最
先
端
の
学
問
を
学
び
、
日
本
の
課
題

を
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま

し
た
。

　

批
判
的
、
創
造
的
思
考
力
の
伸
び
も

著
し
く
、「
信
州
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
」
高
校
生
部
門
で
奨
励
賞
を
受
賞

す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
を
目
的
に
大
学
教
授
や
大
学

生
、
国
際
機
関
と
の
共
同
作
業
に
よ
り

課
題
研
究
と
海
外
研
修
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
Ｓ
Ｇ
Ｈ
活
動
に
ご
期

待
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
係　

白
鳥
敏
秀

本
校
を
温
か
く
見
守
り
、
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
関
東
に
進
学
す
る
卒
業

生
が
ま
す
ま
す
増
え
る
中
で
、
常
に
頼

も
し
い
存
在
と
し
て
同
窓
生
を
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
全
定
あ
わ
せ
て
28
学
級
、
生

徒
数
１
０
３
８
人
名
を
擁
す
る
本
校

は
、
公
立
高
校
で
は
県
下
最
大
の
高
校

　

ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
の
指
定
は
今
年
で

５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
学
習
指
導
要
領

の
求
め
に
よ
り
、
本
校
を
モ
デ
ル
と
し

て
周
辺
の
高
校
で
も
同
じ
よ
う
に
探
究

活
動
を
取
り
入
れ
る
と
こ
ろ
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
発
信
し

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
ま
と
め
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
ス
ト
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
研
究
を
重
ね
て
お
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
関
東
同
窓
会
の
み
な
さ

ま
の
お
力
を
具
体
的
に
お
借
り
し
た
い

場
面
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



　

困
難
に
対
し
て
前
向
き
に
挑
ん
で
い
く
「
試
百

難
」
の
精
神
が
、
大
学
受
験
に
、
さ
ら
に
は
社
会

し
て
目
に
す
る
度
に
、
愛
す
る
母
校
上
田
高
校
に

入
学
し
た
時
だ
―
と
明
る
い
思
い
出
と
し
て
誇
れ

親
睦
を
深
め
る
事
が
最
大
の
目
的
で
し
た
。
当
日

は
天
候
に
も

恵
ま
れ
そ
の

目
的
は
十
分

に
達
成
で
き

た
事
と
思
い

ま
す
。
明
る

く
楽
し
い
形

で
新
学
年
の

ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
２
学

年
で
し
た
。

い
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る
今
日
の
高
校
生
を
叱
咤

激
励
す
る
言
葉
の
数
々
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
技
術
の
発
達
と
共
に
、
今
後
、
社
会
に
求

め
ら
れ
る
人
材
と
は
何
か
？
と
い
う
課
題
は
、
未

知
な
る
も
の
を
秘
め
て
は
い
ま
す
が
、
人
間
だ
か

ら
こ
そ
可
能
な
理
解
力
、
思
考
力
、
表
現
力
を
伸
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４
月
４
日
、
さ
わ
や
か
な
晴
天
の
朝
、
１
２
０

期
生
３
２
０
人
の
新
入
生
は
、
保
護
者
の
方
々
を

伴
っ
て
古
城
の
門
を
く
ぐ
り
、
班
活
勧
誘
の
多
く

の
先
輩
達
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
つ
つ
、
昇
降
口
へ

歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

今
年
は
女
子
が
40
人
以
上
も
、
各
ク
ラ
ス
と
も

男
女
の
生
徒
数
の
差
が
５
人
と
比
較
的
多
い
編
成

と
な
り
ま
し
た
。
先
輩
諸
兄
か
ら
す
る
と
、
隔
世

の
感
を
お
感
じ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
入
学
式
で
の
学
校
長
、
来
賓
の
方
々
か
ら
の

ス
ピ
ー
チ
、
ま
た
翌
日
か
ら
の
初
期
指
導
で
の
進

路
主
任
や
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
担
任
か
ら
は
、
新
し

　

今
年
は
10
連
休
の
影
響
で
、
例
年
５
月
１
日
に

行
っ
て
い
た
校
外
研
修
旅
行
を
４
月
８
日
に
行
い

ま
し
た
。
あ
る
ク
ラ
ス
は
新
潟
の

上
越
水
族
館
、
ま
た
あ
る
ク
ラ
ス

は
群
馬
の
富
岡
製
糸
場
と
い
う
よ

う
に
ク
ラ
ス
単
位
で
す
べ
て
違
う

場
所
へ
旅
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

例
年
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
活
動
に
つ
な
が

る
研
修
と
は
中
身
が
大
き
く
異

な
っ
た
旅
行
で
し
た
が
、
ク
ラ
ス

替
え
を
行
っ
た
ば
か
り
の
２
学
年

に
と
っ
て
は
、
新
し
い
ク
ラ
ス
で

　

今
年
度
は
セ
ン
タ
ー
試
験
最
後
の
年
で
、
大
学

入
試
は
激
戦
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
３
年
生

も
、
今
か
ら
不
安
や
緊
張
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

５
月
中
旬
か
ら
運
動
班
の
東
信
大
会
が
始
ま

り
、
県
大
会
、
北
信
越
大
会
、
全
国
大
会
と
続
き

ま
す
。
文
化
班
の
発
表
の
場
で
あ
る
松
尾
祭
も
７

月
初
旬
に
控
え
て
い
ま
す
。
最
後
ま
で
班
活
動
や

生
徒
会
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
欲
し
い
で

す
し
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
じ
て
、
自
分
で
困
難

を
乗
り
越
え
て
い
く
力
が
涵
養
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
も
お
り
ま
す
。

　

新
元
号
「
令
和
」
が
決
定
し
た
３
日
後
の
４
月

４
日
、
定
時
制
に
24
人
が
入
学
し
、
留
年
生
2
名

を
加
え
て
今
年
度
は
男
子
12
人
、
女
子
14
人
の
合

計
26
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
時
代
を
担
う
人
物
へ
と
成
長
し
て
ほ
し
い
と

願
い
つ
つ
、一
日
も
早
く
夜
型
の
生
活
に
慣
れ
て
、

一
人
一
人
が
持
つ
個
性
も
伸
ば
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

今
後
の
人
生
に
お
い
て
何
十
年
も
先
ま
で
、
菅

官
房
長
官
が
「
令
和
」
の
墨
書
を
掲
げ
た
シ
ー
ン

を
何
度
も
何
度
も
目
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

1
2
0
期
生
3
2
0
人
入
学

　
　
　

１
学
年
担
当　

百
瀬
慎
一　
　
　

宣誓する入学生代表校外研修旅行で

桜も入学を歓迎

校
外
研
修
旅
行
で
ス
タ
ー
ト

　
　
　

2
学
年
担
当　

島
﨑
邦
明　
　
　

最
後
の
セ
ン
タ
ー
試
験
に
挑
む

　
　
　

3
学
年
担
当　

中
村
隆
幸　
　
　

「
令
和
」に
26
人
が
入
学

　
　

定
時
制
一
年
担
当　

宮
田　

平　
　
　

台湾研修旅行で

る
よ
う
に
、
自

分
に
と
っ
て
大

切
な
高
校
生
活

に
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

教
職
員
も
生
徒

フ
ァ
ー
ス
ト
の

精
神
で
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

に
出
て
か
ら
も

生
き
て
く
る
と

信
じ
て
お
り
ま

す
。
同
窓
生
の

皆
様
に
は
、
今

後
と
も
ご
支
援

賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ば
す
た
め
の

実
り
あ
る
時

間
と
な
る
よ

う
指
導
に
努

め
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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大学名 19年 18 年 17年 大学名 19年 18 年 17年 大学名 19年 18 年 17年 大学名 19年 18 年 17年 大学名 19年 18 年 17年
国立大学 広島 2 私立大学 創価 4 3 1 麻布 1 2

旭川医科 1 1 島根 2 酪農学園 1 大正 2 3 3 神奈川 4 4 1
帯広畜産 1 岡山 岩手医科 1 1 大東文化 8 6 2 神奈川工科 1
北海道 4 6 4 山口 1 東北医科薬科 1 2 拓殖 関東学院 4
北海道教育 徳島 国際医療福祉 8 5 9 玉川 5 3 5 相模女子 2 2
弘前 2 1 高知 1 自治医科 3 多摩美術 1 1 4 フェリス女学院 1 1
岩手 1 九州 1 獨協医科 1 中央 25 27 23 聖マリアンヌ医科 1
東北 4 10 7 福岡教育 群馬医療福祉 津田塾 9 1 5 新潟医療福祉
秋田 4 1 熊本 群馬パース 2 1 2 帝京 8 2 7 新潟薬科 3
山形 2 1 宮崎 1 上武 帝京科学 1 金沢医科 1
福島 1 鹿屋体育 高崎健康福祉 5 3 8 東海 6 4 7 金沢工業 7 4 2
茨城 4 6 鹿児島 埼玉医科 1 東京医科 1 北陸 4
筑波 7 4 2 琉球 1 1 城西 1 1 東京音楽 1 1 長野保健医療 2 2 1
宇都宮 1 6 国立大学計 154 158 158 女子栄養 2 1 東京家政 9 2 2 佐久 4 2
群馬 6 9 5 公立大学 獨協 5 8 8 東京経済 1 1 諏訪東京理科 2 1
埼玉 6 6 3 釧路公立 1 日本薬科 1 東京工科 2 1 2 長野 1
千葉 12 11 11 公立はこだて未来 1 文教 20 17 14 東京工芸 松本 1 2 1
お茶の水女子 1 茨城県立医療 1 神田外語 1 東京女子 13 3 6 中部 3
電気通信 1 1 1 群馬県立女子 1 1 秀明 1 2 東京女子医科 1 岐阜医療科学 1
東京 1 1 2 群馬県立県民健康科学 2 淑徳 東京造形 岐阜聖徳学園 2 1
東京医科歯科 1 高崎経済 3 11 4 千葉工業 8 15 6 東京電機 12 3 5 愛知医科
東京海洋 1 2 埼玉県立 1 東京情報 1 東京都市 5 3 2 愛知学院 1
東京外国語 4 1 3 前橋工科 3 1 2 青山学院 8 7 9 東京農業 11 3 11 中京 5
東京学芸 4 5 1 首都大学東京 5 3 6 亜細亜 1 1 東京福祉 1 豊田工業
東京芸大 1 1 1 千葉県立保健医療 1 大妻女子 2 3 2 東京薬科 5 1 3 名古屋外国語 1 3
東京工業 1 神奈川県立保健福祉 1 桜美林 4 2 東京理科 27 9 28 南山 3 1 2
東京農工 2 2 横浜市立 1 5 2 学習院 4 5 1 東邦 2 2 藤田保健衛生 1 2
一橋 1 新潟県立 1 5 2 北里 7 10 8 東洋 30 35 26 名城 1 1 4
横浜国立 3 6 新潟県立看護 1 共立女子 3 日本 23 18 26 京都外国語 2
上越教育 1 1 7 長岡造形 1 杏林 2 5 4 日本医科 1 1 京都造形芸術 2
長岡技術科学 富山県立 3 2 慶應義塾 6 10 10 日本社会事業 1 京都女子 2 1
新潟 2 11 9 石川県立 1 2 工学院 8 3 2 日本獣医生命科学 1 同志社 2 7 7
富山 6 11 16 金沢美術工芸 1 1 國學院 6 11 7 日本女子 5 3 3 同志社女子 1
金沢 14 11 15 公立小松 1 1 国際基督教 日本女子体育 1 佛教 1
福井 2 1 福井県立 1 2 1 国士舘 1 4 3 日本体育 2 2 立命館 11 14 27
山梨 2 2 都留文科 2 3 駒澤 9 7 7 文京学院 2 龍谷 1 1 1
信州 43 35 28 山梨県立 1 1 実践女子 1 4 3 法政 33 24 33 大阪工業 1
静岡 6 3 6 長野　 1 2 芝浦工業 17 11 21 星薬科 2 2 関西 4 2 2
名古屋 4 3 4 長野県看護 1 1 順天堂 1 1 1 武蔵 3 関西外国語 1 3 1
名古屋工業 1 長野県立 5 6 上智 1 1 6 武蔵野 11 9 3 近畿 6 7 3
愛知教育 諏訪東京理科 2 2 昭和 4 2 武蔵野美術 3 1 3 関西学院 3 4 2
三重 1 1 1 岐阜薬科 1 昭和女子 3 2 1 明治 19 26 30 奈良 3
京都 1 3 静岡県立 2 2 1 昭和薬科 3 3 明治学院 9 5 8 姫路獨協 3 1
京都教育 1 静岡文化芸術 女子美術 2 1 明治薬科 3 3 3 その他 36 24 27
大阪 2 2 2 愛知県立 1 成蹊 4 3 7 明星 1 3 6 私立大学計 581 528 558
大阪教育 1 大阪市立 1 成城 5 7 2 立教 20 21 10
神戸 1 1 1 大阪府立 1 1 専修 6 9 9 早稲田 13 15 21
奈良女子 奈良県立 1
奈良教育 福知山公立 1
和歌山 公立大学計 39 46 34

2018年度の進学実績

　

日
頃
よ
り
物
心
両
面
で
上
田
高
校
の
教
育

に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

全
国
的
に
難
関
大
学
志
向
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
、
現
役
生
、
既
卒
生
と
も
に
健
闘
し
、

本
校
生
の
潜
在
能
力
の
高
さ
を
強
く
感
じ
さ

せ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
の
一
部
を

ご
紹
介
致
し
ま
す
（
詳
細
に
つ
い
て
は
上
田

高
校
Ｈ
Ｐ
を
参
照
く
だ
さ
い
）。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
出
願
率
98
・
７
％
。
最
終

的
な
進
路
先
は
、
国
公
立
大
学
38
・
５
％
、

私
立
大
学
35
・６
％
、短
大
・
専
門
学
校
他
１
・

５
％
、就
職
０
％
、未
進
学
者
24
・３
％
で
す
。

　

国
公
立
大
学
は
現
役
生
１
３
７
人
合
格

（
合
格
率
43
％
）。
旧
帝
大
合
格
者
は
現
浪
合

わ
せ
て
16
人
。
北
海
道
大
学
４
人
、
東
北
大

学
４
人
、
東
京
大
学
１
人
、
名
古
屋
大
学
４

人
、
京
都
大
学
１
人
、
大
阪
大
学
２
人
で
し

た
。

　

私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
定
員
超
過
の
絞

り
込
み
で
近
年
厳
し
い
入
試
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
慶
応
義
塾
大
学
６
人
、
早
稲
田
大

学
13
人
（
現
浪
計
）
な
ど
、
合
格
者
数
も
例

年
並
み
で
堅
調
な
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

医
学
部
医
学
科
に
は
現
役
・
浪
人
合
わ
せ

て
国
公
立
大
学
３
人
（
信
州
大
学
、
旭
川
医

科
大
学
）、
私
立
大
学
に
は
２
人
合
格
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
活
動
を
生
か
し
た
積
極

的
な
出
願
も
見
ら
れ
た
こ
と
も
、
今
年
度
の

大
き
な
特
徴
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

進
路
指
導
主
事　

櫻
井　

敦

早慶は19名で堅調
ＳＧＨの活動を生かし出願も



　

昨
年
度
行
わ
れ
た
第
33
回
全
国
高

等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
部
誌
部
門

で
、
文
芸
班
の
部
誌
『
松

尾
文
藝
』
第
77
号
が
優
良

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
一

昨
年
度
の
奨
励
賞
受
賞
か

ら
一
年
、
さ
ら
に
一
段
階

上
位
の
賞
を
い
た
だ
け
た

こ
と
に
、
班
員
全
員
で
喜

び
ま
し
た
。

　
『
松
尾
文
藝
』
は
終
戦

後
す
ぐ
に
創
刊
さ
れ
た
そ
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上
田
高
校
室
内
楽
班
が
昨
年
12
月
29

日
、東
京
・
新
宿
区
の
日
本
青
年
館
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
第
25
回
全
国
高
校
選
抜

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
タ
（
主
催
・
全

日
本
高
等
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
）

に
出
場
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
66
校
が

出
場
す
る
な
か
、
上
田
高
校
の
室
内
楽

班
は
25
人
が
、
顧
問
の
柳
澤
哲
先
生
の

指
揮
で
、
カ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
エ

マ
ヌ
エ
ル
・
バ
ッ
ハ
作
曲
「
シ
ン
フ
ォ

ニ
ア
第
1
番
ト
長
調
」
を
演
奏
。
バ

イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ
ン

　

私
た
ち
軟
式
野
球
班
は
３
年
生
９

人
、
２
年
生
７
人
の
計
16
人
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
練
習
場
所
で
あ
る
諏
訪
形

グ
ラ
ン
ド
で
、
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で

工
夫
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
仲
が
良

く
、
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
っ
て
い

ま
す
。
顧
問
の
横
山
先
生
は
練
習
で
も

試
合
で
も
選
手
の
考
え
を
大
切
に
し
て

下
さ
り
、
本
当
に
楽
し
ん
で
野
球
が
で

き
る
環
境
を
作
っ
て
下
さ
り
ま
す
。

　

新
し
い
代
に
な
っ
て
初
め
て
の
大
会

だ
っ
た
秋
季
大
会
で
は
県
大
会
優
勝
、

北
信
越
大
会
で
も
ベ
ス
ト
４
と
い
う
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
上
田

高
校
の
県
大
会
優
勝
と
い
う
の
は
20
年

ぶ
り
の
「
快
挙
」
と
評
価
さ
れ
て
、
と

て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
春
季
大
会
で
は
今
回
以
上
の
成

績
を
残
せ
る
よ
う
日
々
の
練
習
を
大
切

室
内
楽
班
全
国
フ
ェ
ス
に
出
場

　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
抜
5
人
は「
第
九
」な
ど
演
奏

演奏前に整列する室内楽班のメンバー

表彰状を披露する文芸班員たち

う
で
す
。同
窓
会
館
に
残
る
第
３
号
は
、

今
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
作
ら
れ
て

お
り
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。
文

芸
班
で
は
こ
の
よ
う
な
伝
統
を
大
切
に

し
な
が
ら
も
、
そ
の
年
の
編
集
会
議
で

企
画
を
決
定
し
ま
す
。「
例
年
通
り
で

は
な
く
、
今
年
の
班
員
が
書
き
た
い
も

の
を
」
と
い
う
姿
勢
を
評
価
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
の
自
信
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

４
月
現
在
、
今
年
度
の
第
78
号
の
編

集
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
松
尾

祭
で
は
今
年
の
班
員
の
力
作
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

顧
問　

清
水
庸

『
松
尾
文
芸
』

全
国
高
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　
　
優
良
賞
受
賞

に
し
て
、
課
題
を
克
服
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

軟
式
野
球
班　

高
寺
純
汰

秋
の
県
大
会
覇
者
軟
式
野
球
班

今
季
も
活
躍
誓
う県大会で優勝し賞状を掲げて喜ぶ軟式野球班員

ト
ラ
バ
ス
の
弦
楽
器
に
よ
る
重
厚
な
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を
響
か
せ
、
大
き
な
拍
手

を
受
け
ま
し
た
。

　

演
奏
終
了
後
は
、
在
京
の
松
奏
会
Ｏ

Ｂ
ら
と
、
短
い
時
間
で
し
た
が
交
流
も

あ
り
、
今
後
の
班
活
動
に
貴
重
な
体
験

が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
選
抜
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演

奏
に
、
庄
田
早
希
さ
ん
（
第
一
バ
イ
オ

リ
ン
）、
上
野
留
港
さ
ん
（
第
二
バ
イ

オ
リ
ン
）
が
参
加
し
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の

「
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
第
３
番
へ
長

調
Ｋ
１
３
８
」
を
、
選
抜
弦
楽
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
に
は
佐
伯
愛
花
さ
ん
（
第

一
バ
イ
オ
リ
ン
）、
小
川
真
さ
ん
（
第

二
バ
イ
オ
リ
ン
）、鎌
原
知
希
さ
ん
（
ビ

オ
ラ
）
の
３
人
が
選
ば
れ
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
の
交
響
曲
第
９
番
合
唱
付
き
を
全

国
の
同
世
代
の
仲
間
と
奏
で
合
い
、
一

年
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
の
関
東
同
窓
会
総
会
に

は
、
母
校
室
内
楽
班
を
呼
ん
で
演
奏
会

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。



収　入　の　部
科目 2019年度予算 2018年度決算 増減

前期繰越金 2,421,402 2,289,866 131,536 

総会会費収入 1,900,000 1,662,000 238,000 
会報広告料 1,100,000 1,020,000 80,000 
年会費収入 2,700,000 2,694,000 6,000 
会議費収入 800,000 742,184 57,816 
寄付金収入 700,000 739,000 -39,000 
雑収入 0 0 0 
受取利息収入 0 9 -9 
基金より繰入 139,101 300,000 -160,899 

（小　計） 7,339,101 7,157,193 181,908 

（合　計） 9,760,503 9,447,059 313,444 
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2
0
1
8
年
度
会
務
報
告
案

（
2
0
1
8
年
4
月
1
日
〜

2
0
1
9
年
3
月
31
日
）

2
0
1
9
年
度
会
務
計
画
案

（
2
0
1
9
年
4
月
1
日
〜

2
0
2
0
年
3
月
31
日
）

▼
第
57
回
総
会
・
懇
親
会

　

２
０
１
８
年
６
月
30
日
（
土
）、
如

水
会
館
で
開
催
。
71
期
を
先
頭
に
実
行

委
員
会
を
編
成
準
備
し
、
２
６
２
人
が

参
加
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
児
玉

光
史
さ
ん
の
講
演
と
、
黒
坂
黒
太
郎
さ

ん
の
コ
カ
リ
ナ
演
奏
会
。

▼
19
年
新
年
会

　

２
０
１
９
年
１
月
19
日
（
土
）
に
日

本
教
育
会
館
で
1
0
0
人
が
参
加
し

た
。
初
の
土
曜
日
開
催
で
若
年
期
会
員

の
参
加
が
増
え
た
。（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）。

▼
諸
活
動

　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
春
秋
２
回
開
催
。

　

や
ま
び
こ
句
会
、女
性
同
窓
生
の
会
、

赤
松
小
三
郎
研
究
会
な
ど
の
活
動
を
推

進
し
た
。

▼
会
報

　

５
月
下
旬
に
96
号
を
、
12
月
中
旬
に

97
号
を
発
行
し
、
同
窓
生
の
活
躍
や
母

校
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
た
。

▼
収
支
決
算

　

年
会
費
は
納
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効

果
も
あ
り
、
２
６
９
万
円
で
前
年
実

績
を
上
回
っ
た
。
寄
付
金
は
74
万
円

で
予
算
を
ク
リ
ア
。
広
告
収
入
は
予

算
１
１
０
万
円
に
対
し
１
０
2
万
円
。

そ
の
結
果
、
単
年
度
収
支
決
算
で
は

13
万
1
千
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

▼
基
金
活
用
事
業

30
万
円
繰
り
入
れ
予
算
に
対
し
16
万

円
の
未
使
用
と
な
っ
た
。

▼
そ
の
他

　

関
東
同
窓
会
創
立
60
周
年
記
念
し
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
た
。

▼
第
58
回
総
会
・
懇
親
会

19
年
６
月
29
日
（
土
）、
如
水
会
館

で
開
催
予
定
。
実
行
委
員
は
72
期
、
77

期
が
中
心
。

▼
20
年
新
年
会

　

２
０
２
０
年
１
月
18
日
（
土
）、
日

本
教
育
会
館
に
て
開
催
予
定
。

▼
諸
活
動

　

次
代
を
担
う
80
、
90
期
代
の
会
員
組

織
化
を
継
続
強
化
。
委
員
会
と
し
て
女

性
同
窓
生
の
会
、
同
好
会
と
し
て
ゴ
ル

フ
、
俳
句
、
絵
画
、
研
究
会
と
し
て
赤

松
小
三
郎
研
究
会
な
ど
の
活
動
を
推

進
。

▼
会
報

98
号
を
５
月
に
、
99
号
を
12
月
に
発

行
。
来
年
５
月
発
行
の
百
号
記
念
特
集

の
準
備
開
始
。

▼
基
金
活
用
事
業

　

基
金
よ
り
の
繰
入
額
は
前
年
度
未
使

用
分
を
差
し
引
い
た
13
万
9
千
円
と

し
、
今
年
度
の
事
業
は
総
会
へ
の
室
内

楽
班
招
へ
い
の
費
用
に
活
用
。

2018年度決算案（2018年4月1日～2019年 3月31日）

2019年度予算案（2019年4月1日～2020年 3月31日）

運営基金（2018年度　決算案）

運営基金（2019年度　予算案）

一般会計・運営基金総括表
（2019年3月31日現在）

収　入　の　部
科目 予算 決算 差額

前期繰越金 2,289,866 2,289,866 0 

総会会費収入 1,830,000 1,662,000 -168,000 
会報広告料 1,100,000 1,020,000 -80,000 
年会費収入 3,000,000 2,694,000 -306,000 
会議費収入 800,000 742,184 -57,816 
寄付金収入 600,000 739,000 139,000 
雑収入 0 0 0 
受取利息収入 0 9 9 
基金より繰入 300,000 300,000 0 

（小　計） 7,630,000 7,157,193 -472,807 

（合　計） 9,919,866 9,447,059 -472,807 

支　出　の　部
科目 予算 決算 差額

総　会　費 1,800,000 1,768,686 -31,314 
会　報　費 2,850,000 2,787,937 -62,063 
交　通　費 350,000 219,091 -130,909 
通　信　費 60,000 77,774 17,774 
会　議　費 890,000 852,080 -37,920 
渉　外　費 230,000 183,106 -46,894 
印　刷　費 80,000 50,441 -29,559 
事　務　費 780,000 843,925 63,925 
雑　　 　費 80,000 73,516 -6,484 
テーマ推進費 100,000 30,000 -70,000 
基金活用事業費 300,000 139,101 -160,899 
（小　計） 7,520,000 7,025,657 -494,343 
次期繰越金 2,289,866 2,421,402 131,536 

（合　計） 9,809,866 9,447,059 -362,807 

支　出　の　部
科目 2019年度予算 2018年度決算 増減

総　会　費 1,900,000 1,768,686 131,314 
会　報　費 2,489,000 2,787,937 -298,937 
交　通　費 270,000 219,091 50,909 
通　信　費 100,000 77,774 22,226 
会　議　費 900,000 852,080 47,920 
渉　外　費 200,000 183,106 16,894 
印　刷　費 80,000 50,441 29,559 
事　務　費 860,000 843,925 16,075 
雑　　 　費 120,000 73,516 46,484 
テーマ推進費 120,000 30,000 90,000 
基金活用事業費 300,000 139,101 160,899 
（小　計） 7,339,000 7,025,657 313,343 
次期繰越金 2,421,503 2,421,402 101 

（合　計） 9,760,503 9,447,059 313,444 

科目 前期繰越 当期収入 当期支出 期末残高
運営基金 10,500,000 0 94,942 10,405,058 
同利息 204,748 310 205,058 0 
合計 10,704,748 310 300,000 10,405,058 

科目 前期繰越 当期収入 当期支出 期末残高
運営基金 10,405,058 0 139,101 10,265,957 
同利息 0 0 0 0 
合計 10,405,058 0 139,101 10,265,957 

科目 金額 科目 金額
定期預金（大口定期） 10,405,058 運営基金 10,405,058 
普通預金（定期利息用） 0 
郵便振替口座 1,856,955 次期繰越金 2,421,402 
普通預金 46,700 
普通預金 309,160 
普通預金 208,587 

合計 12,826,460 12,826,460 

（単位：円）

定期預金／普通預金（定期利息用）　：　みずほ銀行　兜町支店
郵便振替口座　： 日本橋郵便局
普通預金　：　みずほ銀行　宮前平支店
普通預金　：　ゆうちょ銀行　〇一八
普通預金　：　三菱ＵＦＪ銀行　大泉支店

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）



うえだ　98号　P17

信
短
員
会

新
年
会
の
出
欠
は
が
き
よ
り

48
期
　
唐
沢
俊
雄

　

腰
痛
が
ひ
ど
く
な
り
出
席
で
き
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
。

48
期
　
田
原
　
敬

　

健
康
に
暮
し
て
お
り
ま
す
。
上
田
郷

友
会
に
は
毎
月
出
席
し
て
お
り
ま
す
。

感
謝
!
!

49
期
　
堀
内
寅
次

　

い
つ
も
ご
連
絡
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
齢
87
歳
と
な
り
ま
し

た
が
元
気
で
す
。
母
校
を
卒
業
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
ひ
、
こ
れ
か
ら
も
生

き
続
け
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
よ
ろ
し
く

お
伝
え
下
さ
い
。

53
期
　
堀
内
忠
久

　

読
み
応
え
の
あ
る
会
報
を
見
る
た
び

に
二
十
数
年
前
を
思
い
出
し
ま
す
。
会

報
の
刷
新
に
あ
た
り
編
輯
長
の
井
上
剛

さ
ん
（
61
期
）
と
会
報
に
個
人
名
が
多

く
載
る
こ
と
で
輪
が
広
が
れ
ば
と
、
同

窓
生
訪
問
記
と
短
信
欄
を
設
け
ま
し

た
。
刷
新
し
て
数
回
経
っ
た
時
、
あ
る

先
輩
か
ら
、「
先
輩
、同
輩
、後
輩
で
知
っ

て
い
る
名
前
を
八
名
見
つ
け
ま
し
た
。」

と
お
便
り
を
頂
い
た
時
は
井
上
さ
ん
と

大
喜
び
し
た
も
の
で
す
。
後
を
継
い
だ

諸
氏
の
努
力
で
立
派
な
会
報
に
な
っ
た

こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。（
註
・
56
号
か

ら
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
を
Ａ
３
二
つ
折
り
に

変
更
）

54
期
　
藤
村
延
魚

　

先
約
が
あ
り
、
す
み
ま
せ
ん
。
81
歳

に
な
り
ま
す
。
人
生
未
完
成
。
寮
歌
祭

に
狂
っ
て
い
ま
す
、
ふ
ん
と
に
。

54
期
　
山
崎
茂
幸

　

元
気
で
す
が
、
ト
ロ
ト
ロ
、
ヨ
タ
ヨ

タ
し
て
き
ま
し
た
。

54
期
　
深
町
勝
男

　

会
報
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
と
う
と
う
小
生
も
寄
付
す
る
年
に

な
り
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
85
歳
目
標

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

54
期
　
田
中
嘉
親

　

喜
寿
で
26
年
間
に
な
る
病
院
長
を
や

め
ま
し
た
。
医
師
会
病
院
に
移
り
主
に

職
場
検
診
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
長

野
県
に
帰
っ
た
時
（
町
立
病
院
）
の
仕

事
が
大
変
に
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

54
期
　
沓
掛
文
哉

　

思
い
掛
け
ず
、
会
報
97
号
に
兄
の
新

聞
歌
壇
入
選
と
歌
集
発
行
の
こ
と
を
ご

紹
介
戴
き
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
尚
一
層
歌
詠
み
に
励
む
こ
と
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

56
期
　
小
平
節
夫

　

地
元
公
民
館
な
ど
で
、
健
康
表
現
体

操
（
流
行
歌
な
ど
に
合
せ
て
歌
を
歌
い

な
が
ら
振
り
付
け
さ
れ
た
体
操
）
を
行

う
。（
２
ヵ
所
で
月
５
回
）。
ま
た
、
主

婦
な
ど
に
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
法
を
教
え
る

（
１
ヵ
所
、
月
２
回
）。
自
分
の
ボ
ケ

予
防
で
も
あ
り
ま
す
。

57
期
　
馬
場
健
一

　

幹
事
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。「
12

月
６
・
７
日　

悠
久
の
天
皇
陵
を
巡
る

旅
」
に
参
加
、
初
め
て
崇
神
天
皇
陵
と

仁
徳
天
皇
陵
を
見
て
き
ま
し
た
。
12
月

９
日
妻
の
27
回
忌
を
上
田
で
行
い
、
娘

た
ち
夫
婦
や
孫
た
ち
総
勢
10
人
で
に
ぎ

や
か
で
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
ま
ず
は

元
気
で
お
り
ま
す
。

57
期
　
前
田
由
美
子

　

夫
・
前
田
芳
造
（
49
期
）
は
昨
年
５

月
10
日
に
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
長
い

間
の
ご
厚
情
に
感
謝
し
つ
つ
、
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

58
期
　
寺
島
知
惠
子

　

１
０
０
年
前
に
四
国
で
ド
イ
ツ
人
の

捕
虜
た
ち
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九

を
本
邦
初
演
し
た
話
は
近
年
、
結
構
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年
末
の

29
日
、
高
校
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
選
抜
オ
ケ
が
ア
マ
チ
ュ
ア

合
唱
団
等
の
協
力
を
得
て
四
楽
章
を
熱

演
し
ま
し
た
。
上
田
高
校
室
内
楽
班
か

ら
も
Vn
２
人
、
Va
ｌ
人
が
参
加
。
こ
の

国
の
１
０
０
年
目
に
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
実
現
す
る
と
は
。
多
く
の
先
達
の
、

次
世
代
へ
の
愛
情
と
努
力
に
、
敬
服
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

58
期
　
城
下
　
尚

　

昨
年
４
月
か
ら
渋
川
市
の
介
護
老
人

保
健
施
設
の
施
設
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

元
気
で
お
り
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時

代　

元
気
な
間
は
働
く
の
が
良
く
、
必

要
で
す
。

60
期
　
塚
田
　
晃

　

健
康
は
宝
で
す
。
同
窓
の
皆
さ
ん
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

60
期
　
戸
島
忠
彦

　

五
月
か
ら
新
元
号
。
昭
和
は
遠
く
な

り
に
け
り
。
平
成
最
後
の
正
月
に
思
う
。

月
並
み
な
が
ら
「
い
つ
の
世
も
渾
沌
、

先
行
き
不
透
明
」「
恒
久
平
和
を
」。

60
期
　
矢
嶋
邦
彦

　

コ
ー
ラ
ス
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
何

と
か
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

60
期
　
松
井
石
根

　

当
日
第
３
回
教
養
文
化
講
演
会
「
楊

貴
妃
ー
光
と
影
」
を
主
催
す
る
た
め
出

席
で
き
ま
せ
ん
。
盛
会
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

61
期
　
諸
岡
征
之

　

い
つ
も
欠
席
で
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
仕
事
を
し
て
い
ま
し
て
な
か

な
か
い
け
ま
せ
ん
。
ご
盛
会
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

62
期
　
髙
梨
奉
男

　

同
窓
会
の
「
や
ま
び
こ
句
会
」
に
入
っ

て
い
ま
す
。
会
員
は
同
窓
生
で
す
か
ら
、

毎
回
和
気
ア
イ
ア
イ
。
句
作
は
「
凡
人
」

で
す
が
、
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
り
ま
す
。

良
い
も
の
で
す
ね
。

62
期
　
永
井
正
夫

　

映
画
「
二
宮
金
次
郎
」
は
８
月
公
開

に
決
定
し
ま
し
た
。

63
期
　
峰
村
芳
夫

　

職
業
人
に
完
全
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ

て
２
年
！
お
か
げ
さ
ま
で
順
調
に
加
齢

中
で
す
（
72
歳
）。
会
の
ご
盛
況
と
皆

様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

返
信
遅
く
な
り
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

64
期
　
中
西
戴
慶

　

大
分
御
無
沙
汰
で
す
が
、
今
回
も
所

用
で
欠
席
し
ま
す
。
盛
会
を
お
祈
り
し

ま
す
。
次
回
は
ぜ
ひ
出
席
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

65
期
　
成
澤
文
和

65
期
の
埼
玉
を
中
心
と
す
る
名
所
旧

跡
を
探
訪
す
る
「
蕨
の
会
」
は
現
在
同

期
20
名
の
会
員
で
活
動
中
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
年
2
回
、
計
13
回
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
今
春
は
東
北
に
足
を
延

ば
し
て
仙
台
真
田
の
旧
跡
巡
り
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

65
期
原
田
義
則

　

趣
味
の
テ
ニ
ス
で
世
界
四
大
メ

ジ
ャ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
観
戦
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
３
年
ぶ
り
に
全
豪
オ
ー
プ
ン

に
行
き
、
大
坂
な
お
み
選
手
の
試
合
を

見
て
き
ま
し
た
。
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所
務
事
律
法
合
綜
屋
土

士
護
弁

　

屋
土

　

（
男
文

69

）
期

２
０
１
〒

　
　
　

階
８
・
階
４
ル
ビ
ラ
ク
サ
真
急
東
下
段
九

　
　
　
　

１
１
２
０
）
２
１
５
３
（
３
０
Ｌ
Ｅ
Ｔ

　
　
　
　

４
１
２
０
）
２
１
５
３
（
３
０
Ｘ
Ａ
Ｆ

司
法
書
士
事
務
所

リ
ー
ガ
ル
オ
フ
ィ
ス
白
金

司
法
書
士
　
飯
田

茂
幸
（
90
期
）

東
京
都
港
区
白
金
１
❘
25
❘
13

　
　
　
　
　
　
ア
イ
ン
ス
白
金
４
０
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
❘
６
２
７
７
❘
３
４
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
❘
６
２
７
７
❘
０
６
０
８

〒 108-0072

65
期
上
原
昇

　

関
東
同
窓
会
創
立
60
周
年
記
念
の

D
V
D
を
１
年
が
か
り
で
作
成
し
て
い

ま
す
。
６
月
の
総
会
に
出
席
さ
れ
る
方

に
は
配
布
い
た
し
ま
す
。

66
期
　
塩
崎
良
次

　

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
海
外
協
力
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
で
３
年
活
動
し
、
こ
の
７
月
に
帰

国
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
新
年
会
で

す
が
、
所
用
が
あ
り
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

残
念
で
す
が
、
次
回
の
総
会
に
は
参
加

し
た
く
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

66
期
　
柳
澤
公
雄

　

昨
秋
、
白
馬
の
山
行
に
参
加
。
晩

秋
の
八
方
池
と
連
山
の
美
し
さ
に
感
動
。

撮
っ
た
写
真
を
家
で
見
て
ま
た
驚
く
。

妻
が
遺
し
た
大
判
の
山
の
写
真
と
瓜
二

つ
。
彼
女
も
若
い
頃
同
じ
場
所
を
歩
き
、

同
じ
場
所
で
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
た

の
だ
。
不
思
議
な
導
き
を
感
じ
た
こ
と

で
し
た
。

66
期
　
茂
木
俊
郎

　

退
職
し
て
十
年
、
晩
春
か
ら
秋
は
佐

久
の
実
家
で
草
取
り
や
来
客
の
接
待
、

物
見
遊
山
に
明
け
暮
れ
、
冬
は
木
更
津

の
自
宅
に
引
き
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人　

日
本
・
デ
ン
マ
ー
ク
生
活
研

究
所
の
副
理
事
長
の
立
場
で
会
報
の
編

集
や
会
の
運
営
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る

日
々
で
も
あ
り
ま
す
。
昨
秋
は
高
知
市

で
二
泊
三
日
の
研
修
塾
を
開
き
元
デ
ン

マ
ー
ク
社
会
省
次
官
補
の
ご
夫
妻
を
講

師
に
社
会
福
祉
全
般
の
あ
り
方
、
ま
た
、

生
活
指
導
教
員
（
ペ
ダ
ゴ
ウ
）
の
意
義

と
必
要
性
に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

66
期
　
石
井
千
里

　
「
青
春
も
は
る
か
か
な
た
か
友
に
会

う
」
同
窓
会
に
て
、
卒
業
し
て
50
年
。

69
期
　
倉
沢
　
裕

11
月
17
日
に
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン

班
Ｏ
Ｂ
会
（
第
２
回
）
が
上
田
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ギ
タ
マ
ン
最
後
の
顧

問
小
笠
原
先
生
含
め
64
期
か
ら
81
期
ま

で
27
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
有
志
13
人

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
、
マ

ン
ド
リ
ン
の
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

71
期
　
小
林
英
夫

71
期
３
組
同
級
会
を
８
月
に
有
楽
町

で
開
催
し
ま
し
た
。
次
回
は
８
月
12
日

（
月
）
に
上
田
市
内
で
開
催
予
定
で
す
。

72
期
　
関
　
博
明

　

田
口
博
さ
ん
（
66
期
）
の
ご
事
情
で
、

突
然
幹
事
長
業
務
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
会
社
業
務
と
二
足
の
わ
ら
じ
状
態

で
、
こ
の
1
年
、
幹
事
長
代
行
を
務
め

て
参
り
ま
し
た
。
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力
い
た
す
所
存

で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

73
期
　
川
上
幸
則

　

４
年
に
１
度
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

年
に
は
、
上
田
で
ク
ラ
ス
会
。
関
東
在

住
の
同
期
生
は
年
に
２
回
東
京
近
郊
で

飲
み
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
全

部
、
ま
め
に
幹
事
を
引
き
受
け
て
く
れ

て
い
る
Ｎ
君
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

75
期
　
一
之
瀬
康
利

　

今
年
は
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
で
き
れ

ば
３
月
頃
に
75
期
の
関
東
同
期
会
を
開

催
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
還
暦
を
祝
し
て
、

初
め
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
Ｃ
Ｄ
ア
ル

バ
ム
（
６
曲
）
を
リ
リ
ー
ス
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

75
期
　
樋
田
成
人

　

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
石
垣
島
ま

で
、
蝶
の
採
集
を
趣
味
に
し
て
い
ま
す
。

東
京
に
は
、
昆
虫
好
き
の
仲
間
が
集
ま

る
「
グ
ル
ー
プ
多
摩
虫
の
会
」
が
あ
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た
は
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

76
期
　
土
屋
久
幸

　

昨
年
３
月
、
保
健
所
を
退
職
し
、
群

馬
県
の
片
田
舎
の
病
院
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
を
実
践
す
べ
く
、

入
院
診
療
は
も
と
よ
り
、
併
設
の
老
人

保
健
施
設
や
地
域
の
高
齢
者
施
設
へ
も

往
診
に
行
き
、
少
し
で
も
地
域
医
療
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

79
期
　
荻
原
　
貴

　

風
し
ん
、
先
ず
は
早
め
に
抗
体
検
査

を
受
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

81
期
　
毛
利
元
晶

　

元
旦
、
三
浦
半
島
突
端
の
城
ヶ
島
に

て
初
日
の
出
を
拝
ん
で
参
り
ま
し
た
。

房
総
半
島
方
面
、
低
く
棚
引
く
雲
の
隙

間
か
ら
、
力
強
く
光
る
太
陽
を
望
み
ま

し
た
。

82
期
　
笹
沢
和
子

　

関
東
同
窓
会
が
き
っ
か
け
で
、
す
っ

か
り
途
絶
え
て
い
た
同
級
生
の
輪
が
つ

な
が
り
、
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

86
期
　
櫻
井
章
喜

　

芝
居
の
稽
古
の
た
め
、
今
回
は
欠
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
６
月
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
は
、
所
属

先
の
文
学
座
支
持
会
の
ご
案
内
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
俳
優
と

し
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で　

ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



ど
、
生
と
死
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
フ

ラ
ン
ソ
ワ
・
チ
ェ
ン
の
エ
ッ
セ
ー
を
新

進
の
仏
文
学
者
が
翻
訳
。

「
私
た
ち
は

　
　
　
　
　
時
空
を
超
え
ら
れ
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
隆
彦（
83
期
）

　
　
　
　

サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
イ
新
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
0
8
0
円

　

数
式
を

全
く
使
わ

な
い
で
、

世
界
の
仕

組
み
の
不

思
議
を
、
物
理
学
の
最
新
理
論
を
使
っ

て
、
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
に
解
き
明

か
し
て
い
く
。

「
改
訂
版
　
新
入
社
員
の
常
識
」

　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
正
博（
67
期
）

　
　
　
　
　
　

商
業
界　

１
０
０
０
円

　

小
売
業

に
携
わ
る

新
人
や
志

望
者
の
た

め
の
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
の
「
教
科
書
」。
小
売
業
の

理
解
を
深
め
、
改
善
・
改
革
を
進
め
る

た
め
の
改
訂
版
。

「
上
田
高
校
64
期
生
が
歩
い
た
　

　
　
　
　
　
　
　
　
北
国
街
道
の
旅
」

こ
の
欄
で
は
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
最
近

出
版
し
た
本
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
紹

介
し
た
い
図
書
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左

記
の
編
集
長
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

riceland@
theia.ocn.ne.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
価
は
外
税
）

「
リ
ン
グ
ト
ー
ン
　

　
　
　
　
未
来
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
　
塩
田
良
平
（
松
崎
秀
樹
）（
67
期
）

　
　
　
　
　
　

新
評
論　

1
８
０
０
円

　

過
去
は

未
来
を
開

く
扉
。
Ａ

Ｉ
は
、
人

類
の
「
味

方
」
な
の
だ
ろ
う
か
、そ
れ
と
も
「
敵
」

な
の
だ
ろ
う
か
。
元
通
信
社
記
者
が
初

め
て
書
き
下
ろ
し
た
未
来
小
説
。

「
死
と
生
に
つ
い
て
の
五
つ
の
瞑
想
」

　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
チ
ェ
ン
著
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
内
山
憲
一・訳
（
76
期
）

　
　
　
　
　

水
声
社　

2
0
0
0
円　

ハ
イ
デ

ガ
ー
や
リ

ル
ケ
に
立

脚
し
、
存

在
と
無
な
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同
窓
生
の
新
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
計
枝
編

　
　
　

自
費
出
版
、
頒
価
６
５
０
０
円

　

信
濃
追

分
か
ら
、

新
潟
出
雲

﨑
ま
で
、

同
期
生
有

志
が
二
年
が
か
り
で
歩
い
た
旅
を
文
と

写
真
で
ま
と
め
た
一
冊
。

　

今
年
も
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
が

甲
子
園
球
場
で
開
催
さ
れ
、
愛
知
県
代

表
の
東
邦
高
校
が
平
成
最
後
の
優
勝
を

飾
り
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
同

窓
の
野
村
一
さ
ん
（
64
期
）
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
投
稿
で
す
。

　
「
甲
子
園
球
場
に
併
設
さ
れ
て
い
る
記

念
館
を
訪
れ
た
ら
、
記
念
館
の
壁
一
面

に
こ
れ
ま
で
の
甲
子
園
に
出
場
し
た
高

校
名
を
プ
リ
ン
ト
し
た
硬
式
球
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ち
ょ
う
ど
中

央
辺
り
に
上
田
松
尾
高
校
の
ボ
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。
甲
子
園
に
出
場
を
果
た
し

た
球
児
が
先
ず
訪
れ
る
の
は
、
こ
の
記

念
館
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」

上
田
松
尾
の
ボ
ー
ル

　
　
　
甲
子
園
記
念
館
に
展
示



44ｰ

5
期
の

大
先
輩
を
追
悼

弁
護
士
　北
澤
　豪
（
七
二
期
）

木
挽
町
総
合
法
律
事
務
所

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
十
二
番
十
三
号

大
東
銀
座
ビ
ル
五
階
〒
一
〇
四
・〇
〇
六
一

　電
話
　〇
三
・
五
五
三
七
・
五
一
一
八

　FAX

　〇
三
・
五
五
三
七
・
五
三
一
八
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訃報 心よりお悔やみ申し上げます

有限会社カニエ薬局
取締役　蟹江由美子

（69期）

〒370-0517
群馬県邑楽郡大泉町
西小泉 1-25-1
カニエ薬局志部店

電話 0276-62-4455
FAX 0276-62-4455

シティユーワ法律事務所
弁　護　士

石森　博行（97期）

東京都千代田区丸の内
二丁目 2番 2号
丸の内三井ビル 7階
〒100-0005

電話 03-6212-5601
FAX 03-6212-5700

Email:hiroyuki.ishimori@
city-yuwa.com

Website:http://www.city
-yuwa.com

　

柳
澤
廣
さ
ん（
44ｰ

5
期
）が
昨
年
11

月
末
に
逝
去
さ
れ
た
。
氏
は
34
年
も
の

間
、
関
東
同
窓
会
の
幹
事
長
、
副
会
長
、

相
談
役
の
要
職
を
歴
任
、
そ
の
礎
か

ら
隆
盛
に
向
け
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
。
晩
年
に
は
居
を
移
さ
れ
た
故
郷
の

軽
井
沢
（
旧
道
）
か
ら
総
会
や
幹
事
会

に
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
当
会
の
発
展
を

終
生
願
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
後
輩
の
成

長
と
会
の
隆
盛
を
喜
ば
れ
る
優
し
い
眼

差
し
に
氏
な
ら
で
は
の
熱
い
思
い
を
ず
っ

と
み
て
き
た
。

　

享
年
92
歳
の
生
涯
は
昭
和
と
平
成
の

時
代
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ご
遺
族
に
よ

る
と
、
旧
制
上
田
中
学
に
ト
ッ
プ
入
学

し
て
軽
井
沢
よ
り
汽
車
通
学
、「
文
武

両
道
の
柳
澤
を
絶
対
に
取
れ
」
と
の
指

令
が
出
た
と
い
う
柔
道
班
に
（
後
年
同

班
Ｏ
Ｂ
会
の
東
京
柔
和
会
幹
事
）、
教

師
に
「
お
前
が
範
を
示
せ
」
と
言
わ
れ

て
在
学
中
に
志
願
し
て
の
予
科
練
入
隊

が
昭
和
18
年
、
終
戦
が
遅
け
れ
ば
特
攻

で
散
っ
て
い
た
か
も
と
も
。

　

氏
よ
り
伺
っ
た
旧
道
滞
在
の
川
端
康

成
な
ど
か
ら
頼
ま
れ
て
原
稿
を
通
学
時

に
駅
ま
で
届
け
た
と
の
バ
イ
ト
の
話
は
、

当
時
の
町
や
世
の
様
相
が
推
察
さ
れ
て

印
象
深
い
。
旧
道
公
民
館
報
連
載
の
同

氏
の
随
想
「
忘
れ
ら
れ
た
軽
井
沢
人
」

に
は
著
名
人
か
ら
町
発
展
を
担
っ
た
商

店
主
ま
で
登
場
す
る
。
避
暑
地
軽
井
沢

の
歴
史
と
文
化
と
を
伝
承
す
る
名
文
で

あ
る
。

　

大
戦
に
翻
弄
さ
れ
た
青
年
時
代
が
惜

し
ま
れ
る
が
、
生
来
の
人
柄
が
逆
境
に

磨
か
れ
て
あ
の
高
み
の
境
地
に
達
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
お
好
き
な
日
本
酒
を

天
寿
全
う
の
２
日
ほ
ど
前
ま
で
嗜
ま
れ

て
い
た
と
伺
え
た
の
が
な
に
よ
り
で
あ
っ

た
。

　

晩
年
の
氏
と
の
ご
厚
誼
を
得
た
筆
者

は
、
同
郷
の
誼
も
あ
っ
て
個
人
的
に
も

何
か
と
過
分
な
お
世
話
に
な
っ
た
。
部

屋
を
飾
る
「
冬
の
浅
間
は
胸
を
張
れ
よ

と
父
の
ご
と　

加
藤
楸
邨
」
そ
の
も
の

の
写
真
も
そ
の
一つ
。
厳
し
く
も
優
し
い

雄
大
な
山
容
が
同
氏
と
重
な
っ
て
な
ら

な
い
。

　

柳
澤
さ
ん
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休
み

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
天
国
か
ら
も
変

わ
ら
ぬ
慈
父
の
よ
う
な
眼
差
し
で
当
会

柳
澤
廣
さ
ん
の
ご
逝
去
を
悼
ん
で

期 氏名 死亡年月日 期 氏名 死亡年月日 期 氏名 死亡年月日
38 宮原 敦 2018 年   3 月 21 日 50 清水章男 2018 年   9 月 22 日 61 久保和比古 1997 年 10月 12日
39 平林正則 2018 年   7 月 11 日 51 吉澤深二 2018 年 11月 28日 61 西澤正捷  2018 年   6 月
44-5 柳澤 廣 2018 年 11月 27日 51 丸山 弘 2018 年 12月 29日 61 佐藤守正 2018 年   8 月 31 日
44-5 手塚敬一 2018 年 11 月 28日 53 饗場邦光 2018 年   9 月 22 日 61 羽毛田仗一  2018 年 11月
44-4 小山令二郎 2018 年   6 月 25 日 54 真藤 茂 2018 年   7 月 26 日 63 大塚彦六  2018 年   1月
49 前田芳造 2018 年   5 月 10 日 57 小林健二 2016 年   2 月 11 日 64 柏木弘道 2017 年   7 月 20 日
49 丸山 博 2019 年   3 月 28 日 60 三井武雄 2018 年   7 月 31 日 67 塚田俊樹 不詳

　

関
東
同
窓
会
の
大
先
輩
で
あ
る
柳
澤

廣
さ
ん
（
元
幹
事
長
）
と
手
塚
敬
一
さ

ん
（
期
代
表
幹
事
）
が
昨
年
11
月
の
同

じ
時
期
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
ま
で
、
お
二
人
と
も
揃
っ
て
総

会
や
幹
事
会
な
ど
に
出
席
さ
れ
お
元
気

な
姿
を
見
せ
て
い
た
だ
け
に
残
念
で
す
。

　
こ
こ
ろ
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

上
原　

昇（
65
期
）

の
発
展
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

白
井　

透（
60
期
）

2015 年第 54回総会にて
室内楽班の伴奏で母校校歌斉唱する手塚敬一さん（左端）
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《 年会費納入者一覧 （2019年3月末現在） 》

＊お問い合わせ先：事務局（幹事長代行）関博明まで
   TEL：080-2386-9641  e-mail：seki.hi@nifty.com

▶年会費納入にご協力いただき、ありがとうございます。一覧は2018 年以降の年会費を納入された方です。
▶名前の後の数字はその年度まで納入したことを示しています。（例：2019=2019 年度まで納入済み）
▶会報に同封の年会費の直近納入日、納入済み年度をご参照ください。年度4月から満 80歳を迎える期の会員は納入免除です。
▶過年度分未納の方は、さかのぼって納入する必要はありません。納めていただいた時点からカウントします。

栗山正雄 2024 内山澄孝 2018 今井勇雄 2018 堀内　昭 2020 白倉憲二 2020 塚田忠夫 2023 【53 期】 【42 期】
小出勝利 2021 大草猛生 2022 上原惇子 2018 本田祥治 2020 鈴木芳枝 2019 塚田征司 2021 井澤　保 2019 栗田裕夫 2019
甲田充彦 2021 大澤裕吉 2023 大橋邦夫 2022 宮川克彦 2026 関　行裕 2018 土屋英明 2018 井上眞人 2018
児玉一江 2019 大澤義隆 2022 荻原武仁 2021 宮下秀久 2019 高木佳年 2021 鶴見貞夫 2022 懸川文夫 2018 【44-5 期】
小林正樹 2024 荻原隆治 2020 尾上朝子 2023 宮下厚樹 2021 滝沢　浄 2021 長峯道明 2019 柏村孝行 2021 甲田悌三 2018
小林　仁 2020 奥村 喜美子 2022 風間文彦 2021 宮島武源 2019 竹内　昭 2020 長谷川善一 2018 塚田　靖 2021
小林直樹 2020 尾和正暉 2041 北原英孝 2022 宮原清明 2021 田沢雄二郎 2022 波田野 彰 2018 服部聦一郎　 2041 【44-4 期】
小林美智子 2018 加賀美徳行 2021 沓掛行徳 2020 宮本忠昭 2021 田村義昭 2020 間島　巌 2020 半田義昭 2020 竹内秀彦 2023
小林圭一 2022 笠井徳爾 2025 黒澤博身 2024 百瀬和紀 2018 土屋信雄 2019 松尾　裕 2019 山邉一磨 2019
小山平六 2024 岸田　勇 2019 小関夏子 2020 森　邦夫 2021 中澤啓司 2018 宮入健二郎 2018 堀内忠久 2028 【46 期】
近藤晃理 2035 沓掛　忠 2021 小松有也 2023 矢嶋瑞夫 2020 西尾紀一郎 2024 宮島光男 2021 村山憲太 2018 神林常視 2018
斎藤実敏 2019 久保田敬雄 2023 小山比呂志 2018 山邉光一 2019 野田晃弘 2020 毛利義範 2019 山田武彦 2018 宮沢　寿 2022
酒井伸二郎 2020 栗谷川 洋 2020 齋藤建次 2018 吉池正樹 2018 箱山　雍 2023 柳沢郁政 2018 横田武夫 2018
坂口典和 2020 神津久幸 2018 櫻井修一 2023 吉池千冬 2019 畑　　勲 2020 和田　守 2022 【47 期】
坂本喜擴 2019 神津英明 2024 清水敏弘 2020 依田康徳 2020 馬場健一 2020 【54 期】 臼田四郎 2018
佐藤澄江 2022 小林宣光 2019 下里　剛 2019 渡辺武彦 2022 保科政男 2020 【56 期】 石原澄江 2018 片山治夫 2019
塩入睦夫 2018 小山忠顯 2019 白井　透 2021 細田　衛 2032 赤尾信吉 2022 大日方　真 2018 笹井　博 2020
塩入功三 2018 小山　満 2023 関　一嘉 2019 【59 期】 堀　英毅 2018 飯高盛龍 2018 河西秀夫 2019 田守正雄 2019
清水輝夫 2021 坂井英樹 2018 袖山　脩 2019 饗場賢司 2019 堀内　修 2022 上原清治 2020 沓掛文哉 2018 土屋　博 2020
正村真治 2024 篠原敬一 2019 鷹野芳機 2020 有賀勝雄 2023 本田　健 2019 内海章緒 2032 倉島　彰 2020 三浦嘉治 2020
白井宏和 2018 清水忠勝 2019 竹内善尉 2021 池田周次 2019 松木　功 2032 大塚明彦 2025 黒岩千鶴子 2018 水野　純 2018
鈴木綾子 2022 清水正睦 2018 竹倉征祠 2020 石﨑吉宏 2019 宮下廣勝 2022 笠原征夫 2020 黒川次郎 2018
春原公人 2018 関　勝男 2018 田中良樹 2023 石塚洋一 2024 森田紀武 2022 神津　進 2024 神津勝重 2018 【49 期】
関　祥行 2021 高橋宗雄 2022 田中　誠 2022 内久根克彦 2020 柳沢　孝 2021 小平節夫 2019 後藤人三 2018 榎本秀雄 2020
髙梨奉男 2027 滝澤　進 2031 田中武夫 2020 大石光代 2018 山浦　武 2022 小宮山 栄 2018 小林勝利 2023 小澤泰衛 2020
高松郁夫 2023 滝澤信一 2019 田中　節 2021 大日方 勝利 2035 横沢武久 2020 笹沢政道 2022 坂口　守 2020 堀内寅次 2018
滝澤　淳 2019 竹内清志 2018 田中一穂 2020 尾崎晴夫 2020 渡辺孝幸 2019 柴田義人 2020 櫻井　敬 2020 牧内泰道 2018
滝沢伸吉 2021 田澤　洋 2024 田中俊郎 2020 掛川勝司 2019 渡辺静雄 2021 関　勝久 2022 関　正勝 2019 松本初男 2020
田口象二郎 2024 龍野義尚 2018 塚田　晃 2020 木下嶺夫 2022 瀬下正利 2020 滝澤睦夫 2018 宮坂　博 2019
竹内伸一 2021 玉木純雄 2022 戸塚武雄 2022 小林芳友 2020 【58 期】 滝沢　健 2019 竹重節雄 2018
竹渕　稔 2019 野口文武 2019 中島恭一 2018 小林朋晃 2020 青木　淳 2020 立岩　環 2030 田中嘉親 2030 【50 期】
多胡義孝 2023 橋詰研一 2020 中島敏男 2026 小林英男 2019 赤池三男 2020 田村　功 2022 田村　朗 2021 上原健一 2018
田島善光 2023 細萱英久 2019 西沢国隆 2019 小林義典 2044 井澤　敬 2024 鳥居次生 2018 千村一平 2020 金井忠雄 2034
土屋和猛 2024 堀内寿美 2024 沼形泰枝 2018 坂口茂夫 2020 伊東啓治 2023 長崎哲夫 2018 土屋勝俊 2018 竹内啓爾 2026
土屋郁夫 2019 町田　章 2020 羽毛田 信 2020 櫻井資悦 2018 伊東紀男 2022 中村　勉 2019 土屋晃一 2019 宮原省三 2022
遠山　曉 2021 松尾英昭 2025 久田英保 2024 重原正治 2022 伊藤文明 2019 成田邦夫 2021 土屋重基 2018 吉村洋一 2019
富田光明 2019 三井文人 2022 福嶋　宣 2019 清水　和 2019 大井秀三郎 2023 新沼惇雄 2020 寺島重暉 2019 渡邉洋一 2029
永井正夫 2024 宮坂　清 2024 古川　敦 2019 清水侯博 2025 大島仁士 2019 松井廣通 2018 中島隆之 2018
中澤裕治 2027 宮澤達士 2022 前田尚武 2019 関　和明 2019 大日向寛畝 2019 松瀬勝雄 2018 中村一彦 2019 【51期】
長沢勝彦 2020 宮島英紀 2030 増田久人 2018 関口勝子 2018 岡野富男 2018 宮坂　卓 2018 中村忠勝 2018 池田義雄 2018
中島正博 2020 宮本和子 2019 松井石根 2022 関根克郎 2019 片岡春雄 2022 宮島正和 2019 橋田ちせ 2024 上原隆雄 2018
中曾根弓夫 2018 麦島和子 2020 松木　強 2020 高橋謙夫 2019 金子親碩 2019 村山　剛 2019 馬場武彦 2019 内久根孝一 2019
中野敬三 2032 望月　信 2022 松林純夫 2020 滝澤武朗 2019 鎌原昭治 2020 柳澤安信 2019 深町勝男 2020 太田幸男 2019
中村房子 2021 諸岡征之 2024 丸山久勝 2019 千野裕明 2023 北澤　彰 2021 山極卓也 2019 藤村延魚 2027 蒲生卓磨 2019
中村幸一 2020 柳原　穣 2022 武藤義勝 2023 常盤秀夫 2020 北野啓司 2019 横沢敏雄 2019 前田喜美子 2027 倉沢直哉 2021
中村眞一 2021 山浦直次郎 2019 森田英明 2019 西沢正浩 2019 北村尚巳 2018 横島庄治 2018 松井平三 2023 滝澤英彦 2022
中山君平 2018 由井　崇 2021 両角　聡 2020 萩原清人 2021 久保田達夫 2023 依田幸雄 2020 丸山俊二 2019 竹内英晃 2018
西澤邦宣 2023 若林邦夫 2019 矢嶋邦彦 2020 長谷川 久二 2018 倉島義明 2018 若林克壽 2019 宮沢壮介 2018 中島　宏 2027
羽田啓吾 2019 安間　襄 2022 羽田幸善 2022 小池　晃 2021 望月源治 2019 成澤誠司 2021
別府直苗 2021 【62 期】 柳沢　厚 2020 馬場裕三 2019 神津　進 2020 【57 期】 堀内弘栄 2018
牧野紀明 2033 青柳健次 2022 山岸憲雄 2021 藤原秀臣 2022 小林慶三 2019 青木周二 2019 【55 期】 丸山瑛一 2018
松井由美 2025 秋田　勇 2020 山岸文明 2023 堀部孝久 2021 小山　泰 2021 伊藤紘二 2018 青木幹男 2020 村田　寛 2020
宮坂和夫 2019 浅井保雄 2023 山本哲之 2028 本郷達郎 2020 小山捷二 2019 宇賀神 一雄 2020 秋葉光廣 2019 望月伸泰 2021
宮坂信章 2024 有賀幾夫 2019 渡辺俊彦 2027 町田克二 2022 桜井兼三 2020 臼田茂二 2021 荒井恒雄 2018 柳沢　純 2019
宮崎信二 2019 伊藤宗男 2018 渡辺達三 2021 松井亮一 2019 品川勇一 2019 榎本金二 2020 飯島慶三郎 2019 吉澤深二 2019
宮原大和 2020 岩井重一 2037 水出清仁 2020 城下　尚 2019 大谷光弘 2019 井上　馨 2018
村上國夫 2018 上原隆一 2023 【61期】 宮下博文 2018 髙橋福幸 2019 尾和尚人 2020 片岡恒夫 2021 【52 期】
村川誠子 2019 大橋民男 2018 新井袈裟光 2023 柳沢建夫 2019 滝沢信夫 2019 皆瀬　淳 2018 倉見英一 2018 青木　功 2041
室賀太郎 2023 岡村丈一 2023 有坂猛三 2018 柳澤喜明 2021 手塚信康 2018 加賀美欣二郎 2020 小宮山 忠彦 2018 和泉民人 2020
諸岡健児 2022 小川朝行 2018 池田　稔 2020 山浦武彰 2019 手塚洋兵 2019 神林英男 2020 坂口宏明 2019 古平伸吾 2019
柳沢昌俊 2021 荻原　明 2019 石井茂雄 2021 山口元彦 2018 寺島知惠子 2028 桑原恒雄 2024 坂口守夫 2018 小林俊憲 2018
柳澤敏雄 2024 片山隆行 2023 市川武伸 2023 寺島紘士 2028 小島士郎 2022 清水　勇 2019 小林孝典 2024
依田欣五郎 2026 唐沢重雄 2021 市川五朗 2021 【60 期】 中島秀忠 2022 小島吉男 2020 清水好昭 2020 柴田正人 2020

川上千秋 2020 井出孝光 2019 青柳偕行 2020 中島勇司 2022 小林　明 2020 杉原積雄 2018 高橋たかち　 2018
【63 期】 木内和宣 2020 井上　剛 2023 池田　清 2024 西澤益男 2020 近藤郁雄 2020 滝沢克彦 2022 土屋義子 2019
青木郁夫 2018 北村克昭 2019 今井光信 2020 池田孝蔵 2020 林　嘉市 2022 近藤正輝 2018 滝沢哲三 2019 古川　一 2026
飯島俊文 2022 栗林久雄 2019 上原勝二郎 2021 井上　茂 2019 星野和俊 2018 清水康弘 2021 田玉尚武 2019
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関口徹雄 2022 関　博明 2018 吉村邦彦 2021 塩野入文雄 2022 角田幸雄 2018 塚田道明 2024 清水淳郎 2020 飯島正文 2023
大工原　潤 2023 関　雄二 2018 依田隆文 2021 芝間伸剛 2029 中沢廣重 2026 土屋富志夫 2019 清水敬久 2022 飯塚一雄 2020
滝沢正登 2020 滝沢秀彦 2020 清水　猛 2019 中嶋克比古 2018 土屋雄三 2018 清水計枝 2019 市村武次 2019
塚田勝彦 2020 田中　誠 2032 【70 期】 清水洋一 2027 西川みち子 2018 手塚幸次 2021 白井　彰 2020 内山宗芳 2018
樋沢克彦 2019 田村順一 2020 安藤　哲 2018 春原秀一郎 2018 原山喜久男 2021 戸叶秀晴 2018 春原和民 2021 大塚和弘 2018
樋田成人 2020 土屋　修 2022 伊藤彰紀 2021 髙橋武義 2018 三井邦夫 2019 中曽根三郎 2019 高梨芳男 2021 河西郁男 2021
平林一央 2018 土屋　清 2018 大橋志津江 2020 竹内信明 2019 宮坂栄一 2018 中曽根隆義 2021 滝澤明憲 2021 金沢嘉昌 2025
水無瀬　実 2020 寺嶋正明 2024 蒲生桃子 2020 多胡千恵子 2019 宮下隆雄 2022 中村宣夫 2019 竹内中和 2020 上条和祥 2020
宮島省吾 2023 轟　隆一 2020 川井秀人 2025 土屋 耕太郎 2024 宮田和子 2020 中山正光 2023 竹中　司 2020 川村恭司 2018
森　淳夫 2021 長坂武見 2019 君波昭治 2020 土屋光博 2018 茂木俊郎 2019 成澤文和 2020 田中耕一 2020 神林　森 2019
柳沢幸治 2021 羽毛田慈之 2018 小池朋子 2018 土屋正道 2019 柳沢研一 2018 西澤省悟 2026 辻 佐知子 2022 木村公平 2021
横田光幸 2020 福田礼子 2022 小林則夫 2019 常田賢一 2021 栁澤公雄 2023 西村賢治 2018 寺西孝昭 2022 小林悠一 2019

船渡和男 2020 佐藤秀紀 2025 円谷和枝 2025 山極正直 2018 馬場和幸 2020 直井隆徳 2022 小林正則 2021
【76 期】 保科健二 2019 篠原宏昭 2020 中川彰雄 2019 山邊 樹久生 2019 林　長人 2020 永井信介 2020 小林諒一 2019
今井仁志 2021 矢島基美 2023 渋沢　稔 2020 中島みどり 2020 山邉豊文 2018 原田義則 2027 中西載慶 2023 佐伯謹吾 2023
内田喜美子 2018 山崎初美 2022 白井　宏 2019 西沢　悟 2023 米山幸雄 2023 半田俊治 2019 成沢広行 2018 塩沢清文 2020
内山憲一 2019 依田昌樹 2019 関　茂樹 2018 平林美穂 2022 深町美由 2019 樋村明久 2019 塩野入幸一 2021
大河園子 2018 渡邉温子 2020 征矢野進一 2020 福澤　弘 2022 【67 期】 保屋野良治 2021 平林正明 2022 春原　穣 2026
金井一正 2021 高橋淳子 2023 増澤　章 2022 石田雅夫 2022 牧野信明 2023 松高賢一 2023 関田正幸 2023
北沢典子 2020 【73 期】 田中茂雄 2024 松尾英介 2018 石田清典 2024 丸山道隆 2018 宮坂信之 2020 髙寺　学 2019
小島　玲 2020 青木健一 2018 田中正行 2019 松本直安 2018 一宮眞理 2023 丸山隆平 2019 宮坂眞実 2020 滝沢鐵夫 2020
小林忠利 2022 青木利之 2020 土屋巳紀 2020 松山研治 2021 伊藤信一 2018 丸山敏明 2019 宮地研二 2023 武井長久 2020
斎藤勝夫 2019 阿部直彦 2018 中村建哉 2022 宮川俊晴 2022 岩崎　章 2023 丸山暢久 2030 宮下明子 2020 多田圭吾 2021
佐藤美恵子 2019 石坂敦子 2018 中村　冠 2019 宮坂邦夫 2020 上田　潔 2028 宮川恵三 2020 村居次雄 2025 田中　正 2020
柴崎由美子 2018 梅原裕子 2018 畠山玲子 2021 宮崎直之 2019 内山　隆 2023 宮崎光明 2018 矢ケ崎 智 2024 田中将揮 2020
清水順三 2023 大久保政男 2019 林　　融 2020 宮澤一幸 2019 大井健太 2019 宮澤憲一 2019 柳澤信義 2018 田中　稔 2022
芹沢雄二 2019 尾台通久 2020 藤野里美 2026 山岸　馨 2020 掛川正幸 2022 宮原　豊 2030 柳沢篤俊 2019 内藤秀気 2021
高池裕子 2019 掛川治男 2025 丸山幸夫 2024 山本近雄 2026 金井正美 2019 村山幸男 2023 藪原和男 2020 中沢秀夫 2021
滝村　浩 2019 加藤義彦 2018 緑川正博 2023 和田忠彦 2020 沓掛正樹 2025 森　則雄 2021 山浦ひろみ 2018 成澤三雄 2029
田原　計 2022 川上幸則 2021 宮崎洋明 2020 和田千春 2020 黒岩正一 2021 矢島哲夫 2022 山﨑一郎 2021 西澤文昭 2019
土屋久幸 2018 河野嘉子 2019 矢澤清子 2020 小林 みゆき 2019 柳沢賢次 2021 山本淳一 2020 西村耕三 2023
鴇澤省一 2022 楜沢良和 2020 安井道子 2019 【69 期】 小松康夫 2023 柳澤光美 2022 吉村澄男 2020 橋詰　徹 2021
鳴沢真一 2021 神津秀章 2020 相場育男 2020 小山正樹 2020 山浦敬夫 2021 吉村和夫 2018 林　壮治 2025
畑　芳春 2021 小平康人 2018 【71期】 青柳真二 2019 坂口公一 2019 山浦陽士 2019 深澤 直行 2019
林　義也 2018 小林克彦 2020 青松英男 2020 浅野祐三 2018 坂口正高 2020 山極時生 2019 【65 期】 藤川　昇 2024
広田徳明 2018 小山智久 2018 赤木千江子 2021 荒木久文 2023 坂本正樹 2018 若柳直人 2022 赤尾晴夫 2020 保坂証司 2023
深澤たみ子 2022 塩入　修 2018 荒木　亮 2025 荒木由美子 2023 佐藤陽文 2022 浅倉英樹 2021 保屋野美智子 2022
福井正彦 2027 須貝　博 2018 飯島　昭 2018 池田泰子 2018 清水 研一郎 2018 【66 期】 岩崎和雄 2018 堀内敏文 2020
藤澤　靖 2018 関　久仁彦 2020 岩下秀市 2022 池田有美子 2022 高木和幸 2020 秋山信悟 2018 岩崎ひとみ 2018 松本有造 2019
堀籠秀直 2022 芹沢一雄 2027 岡野周子 2021 磯貝隼人 2019 高木信一 2019 浅野俊二 2020 上原澄子 2018 松山　久 2019
宮川　正 2021 滝沢次郎 2018 掛川正一 2022 生方健二郎 2022 高橋豊明 2018 荒井和夫 2018 上原　昇 2035 水野　隆 2023
柳沢玲一郎 2021 土屋秀俊 2018 工藤弘文 2021 大井恭子 2019 高儀早苗 2021 池田頼雄 2020 内堀　信 2019 峰村芳夫 2020

土屋元一 2020 小林一輝 2019 太田喜久代 2020 竹内寿昭 2022 石井千里 2019 宇野直幸 2021 宮島正紀 2019
【77 期】 羽毛田　守 2022 小林秀一 2022 小川亮夫 2023 竹前 ひろ子 2022 石井茂夫 2023 大野正広 2019 矢島正晴 2019
押金　勉 2019 橋爪宏達 2018 小林英夫 2019 尾立孝司 2021 谷合裕子 2021 石黒初枝 2019 大町教子 2022 山浦善樹 2020
神村昌通 2021 橋爪尚子 2018 小林孝弘 2024 神楽政明 2018 土屋英子 2019 市川正雄 2018 岡田　修 2019 山浦成子 2019
岸　豊子 2025 橋詰富博 2024 小牧秀子 2022 金井秀量 2018 手塚道郎 2018 市川　孝 2018 荻久保一男 2019 山岸敬和 2018
草間和幸 2022 福内　敦 2019 斎藤康博 2022 蟹江由美子 2022 寺澤　昇 2022 伊藤富士男 2022 折井正博 2020 山極真咲 2019
神津富治男 2019 藤木和彦 2020 清水　正 2022 倉沢　裕 2020 西川明子 2023 今井郷子 2019 柿崎良男 2023 山本寿美子 2023
小平　昭 2018 藤澤市郎 2018 白木一彦 2022 黒川宣子 2018 林　千春 2020 大石雄司 2023 柏木集保 2022 若林春樹 2019
小松義明 2019 堀内秀雄 2019 杉崎経雄 2019 黒田英臣 2023 松井　潤 2019 大久保健仁 2018 金井　猛 2018 若林英也 2021
佐藤之俊 2019 前田昇三 2019 高木公彦 2018 桑原邦寿 2026 松本哲夫 2020 大沢忠夫 2018 菊地暁子 2022 渡辺節男 2019
佐藤一男 2018 宮下克彦 2020 高木　繁 2024 小池明夫 2021 丸山博見 2023 大塚真郎 2019 沓掛文夫 2021 渡辺常男 2021
鳥居圭子 2018 栁沢和也 2018 茅野昌義 2025 甲田　豊 2022 水島良子 2020 岡野洋子 2020 栗林みよ子 2022
丸山剛生 2018 中沢庄平 2024 小林眞人 2021 村越　進 2019 荻原芳明 2020 甲田幹夫 2024 【64 期】
渡辺　毅 2020 【74 期】 中谷夕紀子 2020 小見山博文 2018 柳沢信芳 2020 笠原英明 2022 小瀬澄子 2022 浅井康彦 2021

飯嶋俊樹 2019 長谷川敏雄 2022 近藤正昭 2018 山崎　哲 2022 北沢　博 2023 小林淳一 2023 荒井裕司 2028
【78 期】 石塚二郎 2018 増田尚紀 2020 坂口幸世 2019 山下一雄 2033 北澤英男 2020 小林国雄 2019 有賀　猛 2020
五十嵐紀元 2020 伊藤寛一郎 2021 宮崎　徹 2019 佐藤俊次 2019 山城　隆 2022 北島良男 2021 小宮山雅子 2018 石井則男 2023
内田邦子 2024 上原文子 2022 望月亮子 2024 清水龍夫 2020 山本修士 2021 黒坂正文 2023 小山佳朗 2022 石田寿満 2020
神林尚秀 2020 大平貴臣 2021 柳沢幸夫 2023 下村文彦 2019 渡邉信幸 2019 黒柳直幸 2022 櫻田 喜貢穂 2024 磯村雄二 2023
倉島一喜 2018 荻原久俊 2028 吉池豊 2020 関　和義 2019 桑名博子 2019 笹沢政利 2028 伊田　賢 2020
神津裕美 2019 川村　真 2020 吉本篤史 2021 高橋　実 2022 【68 期】 小林周一 2018 佐藤徹郎 2019 一場美智子 2018
河野えり子 2021 工藤弘子 2021 和久津智恵子 2020 高見沢一彦 2019 青沼正人 2018 小林芳樹 2019 佐藤義雄 2018 岩崎民雄 2018
小宮山英一 2019 小林孝寛 2018 田口万蔵 2027 石井　清 2024 小林彰一 2022 真山　亨 2023 荻原俊男 2018
清水広美 2021 小宮山伸之 2019 【72 期】 龍野　広 2022 石井英俊 2020 小山　茂 2019 澤井繁男 2023 小野沢常裕 2018
下形悦章 2019 坂口洋三 2023 青沼　泉 2018 土屋文男 2021 石垣洋子 2019 笹澤和平 2020 澤崎健一 2019 小野博見 2018
竹花真理子 2019 清水直人 2018 浅沼　徹 2020 栃原重文 2025 稲寺　隆 2019 塩崎良次 2018 塩川明男 2020 片桐昭夫 2020
田村理恵 2020 竹内敏尚 2019 井出　弘 2022 中澤英和 2018 井上明美 2023 塩野崎英二 2024 柴田正文 2018 河合　廣 2018
根本昭子 2018 田子　昇 2022 伊藤千瑞子 2020 西澤孝明 2020 井部才揮 2021 清水正憲 2021 清水俊文 2019 河上公洋 2018
山崎憲一 2018 田村高志 2030 猪熊千賀子 2021 西嶋　正 2037 碓田　茂 2020 清水　理 2020 神宮　進 2020 北原巖男 2021
吉田和子 2019 林　幸平 2018 今井一郎 2023 野口英行 2019 大井　深 2018 清水通男 2028 関　賢治 2021 木村廣三 2022
渡邉　博 2020 柳沢香枝 2022 岩崎裕治 2022 馬場央自 2018 太田康夫 2019 菅沼恵子 2020 関森壽一 2020 窪田　実 2020

依田　研 2019 榎本美智子 2018 東川　巖 2018 織田辰郎 2024 清野勝芳 2021 高畑悟郎 2020 久保田英二 2020
【79 期】 大井信幸 2018 藤谷芳子 2022 尾台孝男 2018 瀬上たか子 2020 滝川幸子 2018 熊坂一成 2025
井出浩一 2020 【75 期】 奥山利幸 2020 古畑克巳 2027 金子元昭 2022 関口　信 2020 滝沢克俊 2019 小谷正行 2020
今井　明 2050 赤羽秀郎 2019 金井康志 2018 細萱文彦 2020 工藤敏夫 2019 滝沢一郎 2019 瀧沢政視 2019 小林千修 2020
荻原　貴 2024 一之瀬康利 2020 金子恒彦 2020 本村龍生 2021 工藤泰彦 2019 田口　博 2025 田口令子 2021 小林武男 2020
長田敦子 2022 井出　淳 2018 川崎とみ子 2023 松尾睦夫 2019 窪田　進 2021 竹内豊和 2023 武井幸穂 2027 小松正佳 2019
木村範子 2018 今野ゆり子 2022 北沢　豪 2020 真橋克己 2018 小林照明 2024 竹内　進 2023 武澤美佐子 2020 小宮山　孝 2018
倉沢卓見 2022 梅原弘文 2020 倉沢　進 2020 箕輪保幸 2019 小林　誠 2020 竹内裕二 2020 田中　昇 2019 小山信彌 2019
小松純子 2022 金岡吉晴 2018 氣田夏子 2022 宮澤　広 2023 小林　明 2022 田中　修 2019 田中由紀子 2018 佐鳥利行 2018
坂田尚美 2018 川畑久仁子 2018 小宮山修邦 2023 宮澤清和 2020 小林陽輔 2020 田中　茂 2021 谷内俊郎 2018 塩川伸明 2018
笹沢英生 2018 小泉行徳 2021 佐藤哲夫 2022 村松和雄 2022 小山　実 2022 田村和枝 2019 谷川　昇 2018 島田彰男 2018
清水雄至 2020 小林正宏 2019 芝間志浩 2018 山村由紀子 2021 佐藤能延 2018 塚田敏夫 2018 田村栄治 2022 清水安雄 2018
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ご協力ありがとうございました！

寄付者 /寄付グループ 期 氏名               金額 期 氏名               金額 期 氏名               金額
37  岡　清助 2,000 54  深町勝男 1,000 65  宮原　豊 6,000
38  荒木廣之 10,000 56  笹沢政道 2,000 65  田村栄治 4,000
 44-5  手塚敬一 10,000 59  石塚洋一 1,000 65  65期同期会 30,000
46  清水巻郎 2,000 60  白井　透 5,000 65  谷川　昇 1,000
47  金子　宏 10,000 62  秋田　勇 4,000 65  丸山暢久 3,000
49  風間　充 1,000 63  藤川　昇 10,000 66  田口　博 53,000
49  堀内寅次 5,000 64  小林武男 5,000 67  堤　　達 20,000
50  翠川　勲 2,000 64  片桐昭夫 3,000 70  高橋淳子 6,000
51  保坂利勝 2,000 65  上原　昇 60,000 81  毛利元晶 3,000
51  宮川　司 3,000 65  保屋野良治 3,000 100  清水恭子 20,000

合計 287,000

【104 期】 【99 期】 簾沢誠司 2022 関　良基 2018 大野聡子 2022 長谷川浩正 2018 櫻井規喜 2018 戸田由香 2022
有賀　創 2018 窪田健志 2022 中沢信明 2018 尾添静子 2019 服部みどり 2020 鈴木巳季 2020 仲村久美 2020
石川翔太 2021 鈴木有子 2018 【91期】 宮崎健二 2018 倉島茂樹 2021 馬場信明 2019 谷川博幸 2018 中村憲治 2019
岩田菜里子 2018 塚田　学 2019 髙橋麻子 2021 三好英次 2020 村主紀子 2018 保科彰治 2022 中沢尚之 2019 梨子田雅直 2018
川合健治 2020 永井洋平 2022 滝沢綾子 2019 山本　寛 2019 高松寿夫 2022 堀内康男 2018 中野健治 2023 成田裕夫 2019
清水文隆 2018 中嶋豪 2020 西入　聖 2020 吉池有司 2019 西澤　厚 2018 丸山忠宏 2018 西沢志信 2018 西澤澄雄 2018
寺島亞希 2022 宮澤陽介 2021 廣松さゆり 2018 宮下　博 2018 西谷江美 2019 西沢　尚 2019
古澤　挙 2018 矢島好太郎 2019 【92 期】 【87 期】 宮島克仁 2018 毛利元晶 2019 長谷川　剛 2019 根岸輝美子 2020
若林真実 2022 渡辺敏央 2020 植松真弓 2022 荒井紀代 2018 横関正人 2019 花井克之 2019 根岸　聡 2020

小山　勇 2018 上沢美咲 2018 【84 期】 吉沢か津子 2019 花岡　健 2019 野口克哉 2022
【107期】 【100 期】 翠川哲也 2027 北村玲子 2020 児玉直美 2020 四方 ゆかり 2019 原　久美 2022 花岡和道 2020
甲田英里子 2018 清水恭子 2022 正部家孝子 2022 城下理恵 2018 松尾淳子 2019 早坂ゆかり 2018

關　雅之 2021 【93期】 松本博文 2022 原島麻生美 2018 【82 期】 宮崎純一 2021 堀内嗣浩 2020
【108 期】 滝澤成晃 2018 竹内雅典 2018 吉池　仁 2021 井出　智 2019 松尾　弘 2020
中村祐輝 2019 田中篤志 2019 【88 期】 米津仁志 2022 荻野　健 2026 【81期】 松木富士子 2021

中川央充 2018 【95 期】 池田剛生 2018 加藤民幸 2022 五十嵐厚夫 2018 丸山　修 2020
【110 期】 小宮山和匡 2019 柏木美和 2018 【85 期】 川口浩一 2020 猪狩裕子 2019 水沢　宏 2019
草川竜也 2019 【102期】 白井亜希 2018 内田久美子 2022 木内道男 2022 今水　賢 2018 宮原喜政 2018
小林　慶 2018 輿水理美 2020 【96期】 中越陽子 2019 荻原松美 2018 久保貴子 2021 岡部伸宏 2018 門司靖子 2020
長島有理 2018 野呂安澄 2018 青木康史 2021 中島数晃 2025 尾和正登 2018 重藤知夫 2023 荻久保巳津子 2018 山本雅人 2020

堀内　駿 2018 関　隆臣 2018 春日一浩 2022 清水るりこ 2018 金井教子 2021 両澤克彦 2018
【112 期】 【89期】 小林智美 2022 田玉智明 2018 亀沢　久 2021 若林勇文 2020
中沢雄河 2022 【103 期】 【97 期】 北田さやか 2019 近藤弘司 2020 土屋敏也 2022 輿水正比古 2020
長谷川ゆか 2018 大谷真宙 2018 石森博行 2022 小林幸治 2019 齋藤由紀子 2018 西沢知樹 2018 小林直樹 2018 【80 期】

小岩井聡美 2022 津島葉子 2019 関　祐一 2024 塩野入清美 2018 古谷由美子 2019 小山　修 2019 會田信子 2031
【113 期】 清水　瞳 2022 依田久美子 2018 北東美枝 2022 日野みゆき 2022 堀田きよみ 2018 坂口善樹 2021 新井晶子 2024
関　拓海 2020 竹村淳一 2020 依田恵美子 2019 村上和香子 2018 室賀郁夫 2018 坂下宗昭 2019 五十嵐　剛 2018

屋代　有 2021 【90 期】 山下知子 2018 森いずみ 2019 佐藤綾子 2018 石黒久仁子 2019
【114期】 山崎咲保里 2021 【98 期】 飯田茂幸 2019 山口　治美 2022 関口成美 2018 北村公也 2018
出澤一晃 2020 吉池由佳里 2021 竹花　元 2018 佐藤一道 2018 【86 期】 高橋登美恵 2018 工藤　謙 2021
林　奈南 2018 宮沢　征史郎 2018 鈴木　礼 2021 小林隆志 2018 【83 期】 田中万盛 2020 久保山和彦 2021

宮澤慶行 2020 中村妙子 2025 佐藤美那子 2019 榎本かおる 2018 戸島俊一 2020 小林敬昌 2021

（2018 年 10 月 1 日
～2019年3月31日）

編集後記
今
98
号
の
「
上
田
ゆ
か
り
の
偉

人
」
は
「
真
田
太
平
記
」
を
書

い
た
池
波
正
太
郎
を
取
り
上
げ

た
。
池
波
さ
ん
と
個
人
的
に
親

交
が
深
か
っ
た
益
子
輝
之
さ
ん

（
57
期
）に
書
い
て
い
た
だ
い
た
。
▼
東

京
台
東
区
の
池
波
正
太
郎
記
念
文
庫
の

鶴
松
房
治
さ
ん
の
推
薦
で
、
上
田
の
自

宅
を
訪
ね
て
お
願
い
す
る
と
快
く
引
き

受
け
て
く
れ
、
送
ら
れ
た
原
稿
が
８
面

に
載
っ
て
い
る
。
▼
編
集
子
が
、「
鬼
平

犯
科
帳
」
な
ど
時
代
・
歴
史
小
説
で
絶

大
な
人
気
の
池
波
正
太
郎
」
な
ど
と
前

口
上
を
数
行
書
き
足
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送

る
と
、「
池
波
さ
ん
は
こ
う
い
う
表
現

を
一
番
嫌
う
人
で
す
」
と
却
下
さ
れ
た
。

▼
こ
の
人
し
か
書
け
な
い
「
上
田
ゆ
か

り
の
偉
人
」
だ
と
納
得
し
、
こ
こ
に
読

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
▼
掲
載
写
真
は

真
田
太
平
記
館
の
冊
子
類
に
使
わ
れ
た
、

写
真
家
熊
切
圭
介
さ
ん
撮
影
の
池
波
さ

ん
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
だ
。
益
子
さ
ん
と

熊
切
さ
ん
に
よ
る
「
上
田
ゆ
か
り
の
偉

人
」で
、必
読
の
価
値
あ
る
一
作
に
な
っ

た
と
自
負
し
た
い
。
益
子
さ
ん
か
ら
は

池
波
さ
ん
が
上
田
を
訪
れ
た
際
に
刀
屋

で
そ
ば
を
食
べ
て
い
る
写
真
を
預
か
っ

た
が
、
熊
切
さ
ん
を
差
し
置
い
て
と
い

う
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
▼
池
波
さ

ん
の
著
書
を
読
ん
で
い
て
ベ
ン
ガ
ル
の

カ
レ
ー
の
話
を
見
つ
け
た
。
大
作
家
が

少
し
身
近
に
感
じ
た
。　
（
本
村
龍
生
）



サラリーマンの聖地と呼ばれるＪＲ新
橋駅銀座口の前に建つ駅前ビル２階の角
に、ウィークデーの夕方ともなると、仕事
帰りや会合の流れで訪れるグループ客ら
でひときわ賑わう繁盛店がある。
　「正味亭尾和」は、広告代理店最大手
の電通に勤めていた尾和正登さん（85
期）が居酒屋の店主に転身して２０１3
年に開いた新しいスタイルの店だ。
　上田にある実家が飲食店を営んでい
た。たまたま夫人の実家も同業だったか
ら、居酒屋の起業に違和感はなかったと
いう。猛烈の代名詞が付く電通では自由
な社風の中、先輩や同僚にも恵まれ企画
書を作り折衝し、24時間戦ってきた。管
理や調整などの仕事も増える中で、40歳
を前に大組織の中で自分の将来像を明確
に描けないと感じたことで、サラリーマン
としての人生にひとつの区切りをつけた。
　元の職場でなじみだった新橋駅前に、
質が良い料理と、よいお酒を本当の意味
で適切な価格で提供するというポリシーを
込めて「正味亭尾和」を開いた。
　現在の店と反対側の烏森口に最初の店
を出し、間もなくニュー新橋ビルに２号
店も出した。ゼロからの起業だったから、
物件選びや従業員の採用、教育など一人
で担った。前の職場とは違い、人を雇っ

て教育し前向きに働いてもらうための苦労
など、やってみて初めてわかることもある。
閉店後に日が変わるまで翌日の仕込みに
追われることも多かった。ずるずると引き
ずらず、一人で2店を仕切るのはやめ2
店をまとめる形で現在のビルに移った。
　尾和さんは子供のころに実家のお客さ
んの相手をして囲碁を覚えた。ルールや
定石を学び、一局ごとに課題を解決する
たびに腕を上げていった。囲碁の持つ戦
略的な思考と、課題を一つずつ解決する
ことで実力をつけてゆくと、学業成績も上
がり、東京大学に入学した。
　大学では「ある程度の自信もあった」
と迷うことなく囲碁部に籍を置いた。「東
大囲碁部って、とんでもないレベルの部
員が何人もいて驚いた」と笑うが、アマ
５段の実力。テレビ局のアマチュア麻雀
大会で優勝し話題になった。戦略的な目
と、それに向け力を集中していくスタイル
は、飲食店経営に貫かれている。
　電通時代に培った飲食の体験と知識に
加えて、客である元同僚たちの助言や、
お薦め事例など質の高い情報を生かすの
が強みでもある。その中で、店も客もメリッ
トがあると、席料や酒代を見直した「時
間チャージ制」という独自のスタイルを打
ち出し、業界で注目された。
　チェーン外食店のようなマニュアルと
センター調理による安いが画一的なメ
ニューではない料理、旬の野菜や魚を心
掛けている。
　飲食業では率で酒類に店の利益を上乗
せするため、原価が高いお酒ほどどんど
ん高くなるシステムだった。「いいお酒を
安く楽しめる。自らが客目線に立った発想

ですよ」と尾和流の一端を説明する。
　電通、上田高校、東京上田会といった
縁による固定客も強みだが、長年培って
きた飲食知識の「引き出し」から生まれ
たランチタイムのサンマ丼などの独自メ
ニューは売り切れとなる人気を集める。東
京では手に入りにくい上田、信州の地酒
を揃えて、店のシステムで安価で楽しめる
のも評判だ。
　起業して６年。良質な食とお酒の店と
して評価を定着させた。これからは、働
き手をどう雇っていくか、いい人材をいか
に育てるか。社会の変化に合わせどう商
機つかむかだ。

週末の夕方、同じビルで麻雀を楽しんで
いるという男女 4人が、「新橋に来るとい
つもここ。入りやすく安心感がある」と笑
顔で勧める。
　試行錯誤もあるが、ビッグビジネスとは
違った手ごたえを感じつつ、人生の第 2
局に着実に石を置いている。
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ホームページをご活用ください
関東同窓会のホームページ（http://uedakant.sakura.ne.jp）には１日平均、約 30件のアクセスがあります。
IT推進委員会経由で関東同窓会の活動や会員の動向などの頻度の高い情報発信を心掛けています。「皆の掲示板」や
「会員の意見交換の広場」欄を開設して会員の皆さま自身による情報交換も可能なように作られていますので、
ぜひご活用ください。 QRコード読み込みで

表示できます

　 新橋で居酒屋起業 元電通 尾和正登さん（85期）

「正味亭尾和」では
上田ゆかりの銘酒も楽しめる

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に

笑
顔
で
客
と
歓
談
す
る
尾
和
さ
ん

真田信繁に扮する尾和さん
（2017年の総会）

正味亭 六文銭の暖簾


